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まえ が き

近年における国土災害の多発，水需要の増大，森林レク需要の増大，その他社会情勢の大きな動きにとも

ない，森林に対する一般の関心ほ高まり，国土保全，環境保全，自然保護，水源かん養など，その多面にわ

たる数々の扱能があらためて問い直されるようになるとともに，また，林業生産とこれら公益的機能との調

和をはかっていくにふさわしい管理あるいほ施美方式の追求等，試験研究面から検討し応えていかねばなら

ない課題 も数多 く出そろってきました。

四国地方の林地について見ますと，四国山系以南の地域では，温暖多雨で，とくに内陸部など土地が肥沃

で，林木の生育に適したところが少な くありませんが，地形が急峻で不安定な土地条件にあるだけでなく，

さらに降水量がとくに多いほか，台風による強い風や、 これらにともなう集中豪雨などのため，土壌侵蝕，

崩壊，地ヒ り，その他風害などが起 りやす く，保全あるいは地力の低下にかかわる大きな問題をはらんでい

ます。

また，他方，瀬戸内沿岸および島しょ部においては，降水量がとくに少ないうえ・ せき悪化しやすい花こ

う岩地帯が主体をなし，これが古くからの人為による収奪とあいまって，その林地は荒廃し，不安定なアカ

マツ林地帯となり，また著 しくせき悪化 したところも少なからず見られますが， さらに最近は全国的に猛威

をふるっているまつ くい虫にともなうマツ類の枯損も著 しいものがあります。

四国支場においては，このような地域としての特性をふまえながら，昭和49年度は，ほぼ前年に引続き・

農林水産技術会議予算による「農林漁業における環境保全的技術に関する総合研究」および「マツ類材線虫

の防除に関する研究」などの本，支場を通じての重要課題をほじめ，その他各課題と取り組んだはか，環境

庁の予算による全国的な規模の新規課題「野生鳥獣の保護繁殖に係る休系的手法の開発」とも新たに取り組

み，協力実施する運びとなりました。

ここに，これら昭和49年度に行った試験研究の概要を年報として取りまとめ，関係各位のど参考に供する

次第でありますが， ど批判， ど助言などいただければ幸いと存 じます。

なお， 末筆ながら， 試験研究を進めるにあたり，平素ど協力あるいは ど援助をいただいている営林局，

署，林木育種場，県，大学，その他関係橡関のかたがたに厚 くお礼申し上げます。

昭和 5 0 年 8 月

林業試験場四国支場長 森 下 義 郎
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経営 研 究 室 の 研 究 概 要

ー1 －

経営研究室の研究項目は，大別して森林資源の把握方法や林木の生長予測に関する研究と，林業の経営経

済に関する研究に分けられる。前者に属するものとして，「森林の構造と生長に関する研究」，「外国産マツ

類の導入試験」，「個別林分の生長要素の分析」 があり、 後者に属するものとして，「林業生産の地域分析」

があ る。

「 森林の構造と生長に関する研究」は，スギ人工林， ヒノキ人工林，スギ天然生林の構造と生長に関する

研究をおこなうもので，樹種別に固定標準地を設け，これから得られた単位面積当りの林分要素の分析と，

これら林分に対する取扱いの相違によって，各林分要素がどのように変化していくかを時系列的に追跡し、

合理的施業法を研究するものである。

「 外国産マツ類の導入試験」は高知営林局との共同研究項目で，四国において比較的有垂と思われる外国

産マツ2 種類（スラッシュマツ・テーダマツ）の造林成績．被害状態の把握，林分構造の推移と合理的施業

方法の解明を目的として，西条営林署の円山，須崎営林署の松ノ州道ノ川谷山 奈半利営林署の須川山で，

昭和36（1961）年度から継続して試験を実施している。

「 個別林分の生長要素の分析」は，個別林分の林分構造の各要素の分析と，変動要因の解析を暫定資料に

より実施し，なかでも個別林分の各林分別樹高曲線と材境曲線を決定ずける定数，係数の分析と時系列的変

動の予測法を研究するものである。

「 林業生産の地域分析」は，町村別の林業生産の実態と位置づけの明確化と，地域間の比較分析，および

各地域の林業生産をとりまく地域特質の明確化 と，地域分折のための有効指標の探究を目的とするものであ

る。

森林 の 構 造 と 生長 に 関 す る研 究

1 ． スギ人工林の構造と生長

昭和49（1974）年度は，高松営林署管内にある浅木原スギ人工林試験地の調査をおこなった。この試験地

は，収穫試験の施行要綱に規定された試験（試験地の取り扱いは所属施美田の施業方法による）のほかに，

植栽本数，間伐方法のちがいによる施業の比較試験を くみあわせておこなうため，昭和33（1958）年に高松

営林署が設定した植栽密度比較試験地内に設定したもので，今回ほ第 3 回目の定期調査をおこなった。

試験地ほ南面 し，海抜高は750m 前後，地形は複雑で傾斜は急（平均400）である。地質は白亜紀和泉砂岩

層に属 し，砂岩を母材とする B c～B p（d）梨土じょうである。

各試験区の調査結果は表－ 1 のとおりである。

各試験区のうち，ha当り3，000 本植栽区は小尾板野にあって地味が不良で，他の植栽区に比べて生長がき

わめて悪いので，この試験区の今後の取扱いについてほ検討する必要がある。

つぎに生長経過を検討するため，前回の調査時から直径と樹高がどのように生長したかを各単木の平均で

示すと図椚 1 のようになる。

これによると，3，000本植栽区ほ直径，樹高とも他に比べて生長が小さく，1，500本区と6，000本区間では，

樹高において両者の間にほとんど生長の差はないが，直径では明らかに差がみられる。すなわち，1，500 本
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表－ 1 浅 木 原 ス ギ 人 工 林 試 験 地 の 調 査 結 果
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植栽区ほ 2試験区とも6，000本区の 2試験区より生長が大きく，ことに前回 4cm以上の直径であったものは，

今回の調査では 2印前後の差でtf汚00 本区の方の直径が大きくなっており，立木密度の相違による直径生長

への影響があらわれているものと考えられる。

6 ，000 本植栽区は表－ 1 の相対幹軽からみてもすでに第 1 回目の間伐が必要となっており，間伐の具体的

方法について目下各植栽区別に検討中である。

（ 佐竹 和夫）

2 ． ヒノキ人工林の構造と生長

ヒノキ人工林試験地について，昭和49（1974）年度は宿毛営林署管内奥足川山試験地の設定後第 2 回目の

調査をおこなった。

この試験地 も，前記ゐスギ試験地と同様，取り扱いの相違による施業の比較試験を同時におこなうため，

宿毛営林署が昭和33（1958）年に設定した植栽密度比較試験地内に設定 したものである。

試験地は束に面し，地形ほ複雑で，傾斜は30～400，地質は中生代四万十川層に属し，B D ～B D（d）型土じ

ようである。

調査結果は表－ 2 のとお りである。

表－ 2
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ー奥鹿川山ヒノ三キ人工林試験地の調査結果

昭王4 4 年 7 月 （林齢12年）

面積一芸 窪 卜蒜 謡 ！霞下慧 l 架当姦 】

0 ．1 24

0 ．1 4 2

0 ．0 8 5

0 ．1 5 9

0 ．0 9 4

0 ．0 7 3

0 ．0 9 7

0 ．0 5 6

標準 地

面積

【

u

h

A

】

2

2

A

】

l

1

0

0

0 ．0 8 5

0 ．1 5 9

0 ．0 9 4

0 ．0 7 3

0 ．0 9 7

0 ．0 5 6

凸
入U

8

（
リ
ノ

5

．
A

】

A

】

5 ．5

5 ．5

4 ．2

mC

3

4

8

▲
u

7

0

3

1

0

▲
U

7

（
u

7

1

8 ．2

9 ．1

8 ．0

A

】

ハ
リ

5

■′

h
V

O
 
A
】
（
U
7

7

′
－
U

′
h
V

7 ．0

6 ．9

6 ．0

2

0

1

4

A

－

A

T－

4 ．9

4 ．2

3 ．7

m

′
n

）

′
n

）

′
■U

O
 
O
 
O

0・ 声

0 ．6

0 ．6

3 ，4 8 3

3 ，04 2

3 ，1 7 8

5 ，7 6 5

5 ，14 0

4 ，6 3 3

簸当嘉 一穿
d

5 ．3

6 ．9

0

8

¢
U

▲
u

7

7

0

2

1

2

5 1．8

3 9 ．9

2 0 ．8

‾葡「
距

％
5 9 ．2

5 6 ．9

2 9 ．7

3 4．9

3 1．7

1 9．7

2 4 ．9

2 9 ．9

月（林齢17年）

舞当副 穿岩
1 ． 1

1 ．3

0

2

3

1

3 ．6

3 ． 2

2 ．0

叫

山当 り

▼本＿一旦
本

1 ，3 5 5

1 ，5う8

3 ，3 5 3

3 ，0 1 9

3 ，1 9 1

5 ，0 8 2

4 ，9 9 0

4 ，6 0 7

d
2 7 ．5

4 0．2

1 1 5．3

8 3．9

9 7 ．7

1 2 3．6

1 3 8．5

9 0．9

3 5 ．2

3 5 二3

1 8 ．8

1 7 ．8

2 1．8

1 3 ．8

1 7 ．8

1 6 ．1

％！

連年面→
長量

，瓜
4

7

A

】

・
′
h
U

3

2

A

T
－

7

3

5

4

7

0

m

14

．

19

．

14

．

【

（ 註） 相対幹距は 1ha当り100本の上層木の平均樹高から算出した。

各試験区とも林木の成育ほ良好で，1，500 本植栽区は本数が少ないため，hq 当り材積，材積生長量とも現

段階ではあまり大きくはないが，3，000本区と6，000本区は各試験区ともかなりの生長を示し，土佐地方ヒノ
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キ林林分収穫表のはゞ1 等地に該当している。

また，前回の調査時から直径と樹高がどのように生長したかを各単木の平均について示すと図－ 2のよう

になる。
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図－ 2 前回と今回調査時の樹高と直径（ 奥是川山ヒノキ）

これによると，樹高の場合は各試験区間に大きな差はなく，直径では同一植栽区内でも試験区により多少

のちがいはあるが，1，500 本区，3，000本区，6，000 本区の艦に前回からの直径生長が大きく，前記のスギと

同様，立木密度による直径生長への影響が認められる。

今回調査時の相対幹拒は1，500本区35％，3，000本区18～22％，6，000本区14～18％となっており，6，000本

区ほすでに間伐が必要で 3，000 本植栽の間伐区も次回調査時（ 5 年後）には間伐を実施する必要があるとお

もわれる。間伐の具体的な方法については検討中である。

（ 佐竹 和夫）

る． 稚 樹 調 査

魚梁瀬営林署管内の千本山と小屋敷J」の試験地で，196了年第 2 回目の択伐実施後，椎樹の発生消長をみる

ため，1968年に 1 Ⅰぜの椎樹観測用プロットを千本山に5 か所，小屋敷山に30か所設定し，1969年から観測を

開始したが，資料不足が痛感されたので，1969年にプロットを追加し，千本山に31か所，小屋敷山に77か所

を設定して，1970年から改めて観測を開始し毎月観測する一方，毎年 1回 1 月に椎樹の樹高調査を実施して

きた。稚樹の発生消長の観測結果は表一 3 のとおりである。

（ 都築 和夫）
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外国 産 マ ツ 類 の 導 入 試 験

須崎営林署管内の松ノ川道ノ川谷山には，昭和36（1961）年 3月に植栽された昭和50（1975）で林令14年

生になるスラッシュマツとテーダマツの試験地がある。

台風による風の影響をとくに強くうける地形のため，植栽後 4 ～ 5 年頃より多数の風倒木の発生が見られ

一部を除いて林分の大部分は破壊され，定期調査により林分の時系列的変化を追求することは困難な状態に

なった。

しかし，このような外国マツの試験地はここを入れて 3か所しかなく，風の影響をうけやすい試験地とし

ても貴重なので， 昭和 46（1971）年度部分的に林分状態を維持して いる林分内に円形プロット8 個を 固定

し，定期調査をつづけることにした。

その後，昭和49（1974）年 9 月 1 日，台風16号の中心は，この試験地のある高知県高岡郡中土佐町に強風

をともなって上陸し， しかも風に対 して抵抗力の弱い両樹種を直撃 し甚大な被害をもたらしたので，これを

板金に管轄営林署（須崎営林署）とも協議のうえ，被害木の調査を実施した○

調査は，hα当り1，000本，2，000本，3，000本，4，000本のスラッシュマツの4 樟栽区と，hα当り3，000本の

テーダマツの 1植栽区の合計 5 植栽区を対象とし，各 2本の測線を山頂より谷まで通し，その左右の植列 2

本についておこなうこととし，植栽木の状態，胸高直径，樹高について調査するとともに，植栽跡地に植栽

表－ 4 林 分 の 実 態

植栽

区分

諷査 数

本数 】％

正常 木

本数 l ％

傾斜 木 倒木 枯木

本数 l ％ 至堅1竺

スラ ッシ ュ
マツ

計

本区

1 ，00 0

2 ，0 00

3 ，0 00

4 ，0 0 0

1 三軍宅
9

2

5

A

】

0

7

－

・⊃

l

1

5

1 0 0．0

1 0 0．0

1 0 0．0

1 0 0 ．0

1 0 0 ．0

本

1 6

2 0

1 3

3 6

8 5

テーダマット，0001

0

0

′
0

0

A

】

2

1

7

8

3

8

∧

X

V

5

1

1

1 20】100・0い6l13・3t

4

8

9

4

5

1

3

5 ．2

5 ．8

8

0

3

2

2

′
h
リ

l

本 本

2 0

3 2

3 8

4 3

∧
‖
∨

一
4

－

一．ヽ

J

′－
U

3

－．ヽ

）

2

2

2

2 2．4

1 3 3 t 2 4．0

4 1 3．3 1 2 4 1 2 0 ．0

本数 l ％

本

3 7

7 7

7 9

1 0 9

3 0 2

0

2

0

8

8

′▲

U

3

′h
U

▲A

】

5

一．ヽ

リ

5

5 4 ．4

被害木計

本数

本

6 1

1 1 7

1 3 6

1 5 6

4 7 0

7 小3・3l lO4

％

2

4

3

2

7

（
u
7

一
．ヽ

J
 
l
 
l
 
A
】

7

8

9

8

8

8 6 ．7

表－ 5 立木の状態別胸高直径と樹高平均値

正常 木

D （ cm ） ‡H （m ）

植栽 区分
偵斜 木

D（ c皿） l H （ m ）

倒 木

）
m

（H）
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（
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木の存在しない場合は枯損とみなし，植栽暗からの減少本数の算出に供した。

調査結果は表－ 4，表－ 5 のとおりで，このうち枯損木の大部分は，1974年の台風16号以前の台風により

発生したもの，また倒木および傾斜木は台風16号によるものである。

なお，正常木として取扱った立木にも，菓部が吹き飛ばされ，将来，健全な立木として回復するかどうか

疑問なものがある。

また， 2 本の測線上で観察 された正常木の割合は，スラッシュマツ・ テーダマツの各植栽区を通じて，最

高はスラッユマツ1，000本区20．8％から，最低は同じくスラッシュマツ3，000本区の8．7％であった。

一方，現在の林分構造を示す指標としての胸高直径と樹高の平均値を示すと表－ 5 のとおりである。

いま，これらの林分構造を比較するために，表－ 6 に奈半利営林署の須川山試験地の林齢14年のスラッシ

ュマツと，林齢15年生のテーダマツの胸高直径と樹高の平均値をそれぞれ示すと，これ らはいずれも松ノ川

道ノ川谷山の胸高直径や樹高の平均値よりも高 くあらわれている。

また，土壌調査により示された林地ゐ土壌は，須川山が赤色土（R ¢d）で，松ノ州道ノ川谷山は鴇色森林

土のBc により大半がおおわれ，一部にBc －d がみられ，深度は一部の尾根筋に中程度の深度を示すほかは

大半が浅くなっている。

いも 須川山の赤色土を松ノ川道ノ川谷山の褐色森林土で比較して示めすと，褐色森林土のB c－W に相

当し，須川山の方が土地条件において松ノ川道ノ川谷よりも若干すぐれているようである。

しかし，松ノ川道ノ川谷山は須川山に比較して土地条件が若干劣っているとほいえ，それにも増して，松

ノ川道ノ川谷山の生長が劣っているのは，たびかさなる台風の通過の度に惹起さたれ風害の影響によるとこ

ろが大きいものと思われる。

表－ 6 奈半利営林署須川山国有林におけるスラッシュマツ14年生及びテーダマ

ツ15年生の植栽密度区分別平均直径及び平均樹高

スラッシュマツ （14年生）

植栽密度
区分

施業別 雫慧）

3 ，0 0 0

間伐

無間伐

2 ，00 0

1 ，0 00

5 5 4

4 6 3

6 0 4

5 2 9

甜甘甘届
（ 皿 ）（ 本ま

2 ，9 6 0

3 ，7 3 7

2 ，4 5 0

2 ，7 4 1

1 3 ． 1

1 3 ．7

1 4 ．4

1 3．6

≡間芸l：；；！…；；；：t：：：；

8 ．6

8 ．7

9 ．0

8 ．7

テー ダ マ ツ （ 15年生）

植栽密度
区分

「 二慧

3 ，0 0 0

施業別

間伐

無間伐

間伐

無間伐

面積

5 4 4

3 0 9

4 4 2

4 8 0

3 ，5 2 9

4 ，8 5 4

2 ，2 6 2

3 ，1 2 5

平
直 部首一首
軌⊥上里）
1 2．6

1 0．0

1 5．2

1 2．0

9 ．3

6 ．8

8 ．9

7 ．2

臥8

8 ．5

無間伐 1 ，0 0 0 9 9 0 1 6 ．7 8 ．5

2 ，0 0 0

間伐

無間伐

1 ，0 0 0 無間伐

；三；l …；；：；

9 8 4 1 1 ，0 16

1 4．2

1 4．6

1 9．4

8 ．6

8 ．9

9 ．7

なお，今後これらスラッシュマツ，テーダマツの風害跡地にアカマツの稚樹が相当発生し，昭和46（1971）

年度にスラッシュマツの試験区に設定 した円形プロット内には，hα当り約 700 本が見られ，唄次アカマツ林

に推移しつつあるので， この推移の過程を観測する必要があるように思われる。

（ 吉田 実）
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凰即 林つ‾分‾ゐ 生 長 要 素●の 分 析

1 ′ ス羊・ヒノ幸助齢林牡の地域間比較

これまで四国の5地域施業計画区－一高徳帆 松山軌 四国西南帆 高知帆 安芸打α一 別に高知営林

局の造轡が収集した，ス干，ヒノヰの幼齢林分の資料（ネギはt96時の収集，標準地数676か所，ヒノキl■ ケ

は1970年の収集・ 標準地数706か所）ヰもとに，スギ，ヒノキ幼齢林分の生長要素に関する地域間の比較分

析をおこなってきた。
・ゝ

昭和49（1974・）年度は，これら地域別に収集したスギ，ヒノキの標準地資料どとに地位指数を計算し，さ

きに推定しキ地域別生長要素のうち，地位指数と最も関連のある優勢木平均樹高との関係を吟味した。

0

松山

（ 6 7 ）

四国西甫

（ 飴）

高知

（ 6 9 ）
安芸

（ 7 0 ）

高徳

（ 6 6 ）

睦）（ ）は祐美計画区N O

図－．3 地 域 施 薬 計 画 区

（ 1）地域別地位指薮の比較

ききの施業計画区別に，該当標準地 どとに，高知営林局作成の地域別種別地位指数判定基準表により，地

域施業計画区別に2年生から19年生までの総平均地位指数と・ 林齢別地位指数を算定した。なあ 地域施薬

計画区66，67，69は四国中部，68は土佐西部，70ほ土佐東部の各地位指数判定基準衰を適用 した。

その結果，地域施業計画区別総平均地位指数（ 2年生から19年生までの地位指数の平均）は，スギでは69

が最も高 く，ついで67，70，68，66の順で，さきにおこなった生長要素の優勢木平均樹高の地域別比較にお

けろスギの順位69，68，70，67，66，と比較して，67と68の順位が入れ替わっている。

ヒノキの総平均地位指数は70が最も高 く，ついで67，66，68，69の順で，生長要素の優勢木平均樹高の地

域別比較におけるヒノキの順位70，69，68，67，66と比較 して，70の一致以外は順位が大巾に変動 し入番わ

っ－て い－る去

表－ 7 優勢木樹高と地位指数の比較

、・－■－、■－▲、

項目

スギ

ヒノ

「 薩「‾‾【‾

優勢 木三樹 高【

地位 指 数

優勢 木 樹 高

地位 指 数

6 9

6 9

7 0

7 0

3

6 8

6 7

6 9

6 7

l

＿70－－

70一

6 8

6 6

4 1 5

6 8

6 6

6 8

6 6

！6 7

1

l 6 9
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衷－ 8 樹種別，地域別，林齢別地位指数

ギ ヒノ

－1 1 －

キ

林齢

2

3

4

5

6

7

8

9

1 0

1 1

1 2

3

．
4

1

1

一．、
）

‘

U

7

8

平均

6 6

1 5 ．2 8

2 1 ．4 7

1 0 ．5 4

1 5 ．3 8

1 5 ．6 1

2 1 ．9 1

1 4，9 2

1 8 ．6 5

1 8 ．6 7

1 6 ．6 4

1 5 ．4 3

1 3．8 6

6 7 Ⅰ 6 8

1 8 ．8 1

2 0 ．0 1

2 0 ．7 6

1 4 ．3 0

1 7 ．3 8

1 5 ．4 5

1 6 ．0 5

2 1 ．7 5

1 7 ．2 1

2 0 ．3 9

1 4 ．5 4

1 5 ．0 8

1 8 ．0 0

1 7 ．5 4

1 9 ．9 9

1 9 ．8 7

1 8 ．0 0

2 0 ．6 2

1 6 ．6 6 】 1 8 ．1 9

1 4 ．2 9

1 ウ．4 7

1 8 ．6 6

1 6 ．0 5

1 4 ．1 8

1 5 ．6 0

1 3 ．3 9

1 8 ．3 3

1 7 ．8 6

1 9 ．0 7

1 6 ．2 9

1 7 ．7 4

1 7 ．1 9

1 7 ．5 5

1 5 ．8 3

1 6 ．2 3

1 6 ．2 3

2 0 ．2 7

1 6 ．7 5

6 9

1 8 ．85

1 9 ．6 3

1 7 ．9 3

1 8．3 8

1 8．5 1

1 6．2 1

1 7 ．8 7

1 9 ．7 0

1 7 ．7 0

1 8 ．0 2

1 7 ．8 2

1 6 ．9 7

1 8 ．4 5

1 8 ．7 4

1 8 ．4 5

1 8 ．1 7

2 0 ．3 3

1 9 ．7 7

1 8 ．3 7

7 0

1 9 ．7 2

1 8．3 ラ

1 9．1 1

1 9．7 2

2 0．1 3

1 7．8 5

1 7 ．4 9

1 9 ．1 9

1 6．7 4

1 8．る3

1 9 ．5 6

1 6．7 5

1 8．1 2

1 9 ．1 4

1 6 ．5 3

1 7．3 1

1 7 ．4 4

1 7 ．9 6

6 6

1 2 ．7 7

1 1 ．9 7

1 1 ．‘5

1 5 ．1 7

12．▼64

1 2 ．7 8

1 3 ．5 5

1 2 ．2 0

1 3．4 3

9 ．0 6

1 2 ．1 8

1 3．7 8

1 3．3 3

1 3．5 7

1 4 ．3 4

1 5．9 1

1 3．9 0

1 8 ．1 8 1 1 3．2 0
】

6 7

1 0．9 3

1 3 ．3 3

1 1．2 2

1 5．1 0

1 4 ．台9

1 4．9 6

1 5．2 3

1 2．8 8

1 2．8 7

1 5．3 9

1 3．7 6

1 2 ． 3 1

1 3．3 1

1 5．24

1 4．3 3

1 0二る2

1 3．5 6

6 8 I 6 9

1 2．6 1

1 3．3 7

1 3 ．6 7

1 3 ．6 1

1 2 ．4 9

1 2 ．7 6

1 2．5 8

1 2．4 9

1 2．8 8

1 2．8 3

1 3．4 7

1 3．0 5

1 2．8 2

1 3．0 6

1 2．9 0

12．78一－

1 3．1 9

1 2 二 7 5

1 3 ．8 0

1 2 ．6 9

1 2 ．4 6

1 1 ．8 8

1 3 ．2 1

1 2 ．1 9

1 3 ．0 8

1 1 ．6 2

1 2 ．3 2

1 3 ．2 7

1 3 ．1 1

1 3 ．2 4

1 2 ．5 8

1 3 ．4 2

1 3 ．4 5

－1 2 ．8 0

1 3 ．6 3

1 3 ．8 7

7 0

1 4 ．65

1 5．6 7

1 3．5 2

1 4 ．2 1

1 6．1 3

1 5．8 5

1 4 ．7 7

1 5 ．80

1 1．2 9

1 7．4 2

1 6 ．9 5

1 4 ．7 8

1 4 ．8 5

竺里＿呈＿如
（ 2）地域別優勢木平均樹高の生長順位と地位指数の順位との比較

地域別林齢別のスギの優勢木平均樹高の生長順位について，予想 と異な‾った順位を示 した理由としてつぎ

のようにいわれてきた。

①地域施業計画区69の優勢木平均樹高がもっとも高かったのは，拡大造林の進むなかでス車の適地が多

かった こと。

④地域施菓計画68はヒノキ植栽地の多いなかでスギの適地が厳選 蔓れ，植栽されたためではないか0

⑨地域施業計画区70はスギの郷土地域で優勢木平均樹高が最も高 くあらわれると思われたのに，予想に

反して 3位にあらわれたのは，最近の造林がスギ不適地にまで拡大造林されているためではないか0

④地域施業計画区67， 66の優勢木平均樹高の低いのほ，この地域にヤナセスギの導入が遅れていること

や，植栽地が順次高海抜地に移行していること。

したがって，地域別林齢別の優勢木平均樹高の順位も 地域別林齢別の地位指数の順位と比較すると，69，

6 7，66は林齢別に多少の変動はあるが，地位指数は幼齢林が高林齢のものに比較 して低 く，67，66において

は地域別優勢未年均樹高の順位の時提起された理由と同様な傾向を示 しているが，69，68，67は逆に逢った

傾向を示している。

－－・方，70の幼齢林の地位指数は高林齢のものに比較して相対的に高く，また66についても資料の間断はあ

るが同様の傾向を示 していて，地域別優勢木平均樹高の傾向に反 し，最近の造林地の地位指数は若干高 くあ

らわれている。

っぎに，地域別林齢別のヒノキの優勢木平均樹高の生長順位が，予想 と異なった順位となった理由として
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つぎのようにいわれてきた。

①5地域施菓計画区のなかで，地域施業計画区70は本来スギの郷土といわれる地域であるにもかかわら

ず，優勢木平均樹高がもっとも高くあらわれたのは，ヒノキの適地を厳選し櫨栽したために，68，69等のヒ

ノキ生育良好地よりも高くあらわれた。

⑧地域施業計画区66と67は，植栽地が高海抜地に移行したため生長が悪 くなった。

これをスギの場合と同様，林齢別地位指数との関係でみると，地域施業計画68を除き，66，67，69，70で

ほ，さきに計算した 2 年生から19年生の指数の中で，幼齢林の地位指数は高林齢のそれに比較 して相対的に

低くあらわれていて，絶 67の場合は優勢木平均樹高の生長順位の際提起された理由と同様の傾向を示して

いるが，69，70の場合は逆の傾向を示 している。ただ68だけは最近の造林地の地位指数が若干高 くあらわれ

ていて，優勢木平均樹高の生長順位の際，良好な理由として提起された傾向を裏書きしている。

図M 4 地域別林齢別地位指数の傾向

（ 3） ま と め

このように，施業計画区別スギ，ヒノキの優勢木平均樹高の生長順位と，総平均地位指数，および林齢別

地位指数の順位の間には生長順位に差がみられるが，これはスギ，ヒノキの優勢木平均樹高の地域別比較が

現時点までの生長経過の比較であるのに比べ，地位指数は将来時点（40年生）での樹高による生産力表示で

あり，現時点での施集計画区別の優勢木平均樹高の生長順位と，施業計画区別地位指数の順位とほほ 一ゞ致

するものと思われたが，この分析の結果では－1致 してないことを示 しており，今後の追跡調査により，地域

施集計画区別優勢木平均的樹高の生長順位と地位指数の関係を明らかにしていきたい。

（ 宮本 知子・都築 和夫）

2 ． 個別林分の生長要素の分析

昭和49（1974）年度から昭和53（1978）年度にわたる期間で開始した「個別林分の生長要素の分析」は，

営林局の収集したスギ・ ヒノキ幼齢林分の各標準地資料別に，樹高曲線，材積曲線に適合する最適曲線の決
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定を残差の標準誤差の最小なもので決定した。

そして，決定された曲線の定数・係数と， これ ら定数・係数を決定ずける各種要因との関係について吟味

して いる。

（ 宮本 知子・都築 和夫）

林業 生 産 の 地 域 分 析

この研究は，林業生産をとりまく地域的特質を明らかにするための各種指標，なかでも林野所有形態，林

業労働丸 林業経営の集約皮，林業生産捜能について調査し，町村別の林業生産の実態を明らかにし，町村

どとの林業生産の位置づけの明確化と，地域間の比較分析をおこなうことを目的としている。

昭和49（1974）年度は，昭和48（1973）年度に徳島県の依頼で実施 した「徳島中部地域の林業振興に関す

る地域診断」をとりまとめ報告 した。また，同様に徳島県西部の三好郡内の 8 か町村を中心に「三好地域の

林業振興に関する地域診断」を実施しとりまとめ中である。

一方， これら地域診断と併行 して， 地域的特質を明確にするための各種指標を収集 し， 目下分析中であ

る。

（ 都築 和夫）

デンドロメ一夕ー（F P 15型）の測定誤差の修正

1 ． は じ め に

林分構造の解析や林分の生長予測に際 し，立木の形質や品等を予測するには，立木の任意の位置の直径測

定一 枚下高直径，樹高の％の位置の直径一－－が必要とされる。

しかしながら、直径テープや輪尺による直接測定は，多 くの場合ハシゴ等の器具を必要とし， しかも作業

に危険がともなうばかりでなく，能率 もよくない。したがって，労賃高騰や労務者不足の現在，関係者の問

でより能率の高い測定器の必要性が痛感されていた。

このようなことから，これ らの目的にそうものとして，英国の代表光学メーカー BA R R ANDSTROUD

社で製品化されているデ ンドロメ一夕ー（F P 15型）について検討をおこなった0

なお， この器具は， 立木の任意の位置の直径測定のほか距離測定、 樹高測定も可能であるが， 樹高測定

は，樹高測定専用器具，たとえば，B LU M E －LE IS S の方が軽便で作業能率も高いので，直径測定だけにつ

いて，測定誤差を調査し，誤差修正のための修正表を作成した。

2 ． 器具の仕様

基準線長

倍率

照準方式

視野

対物 窓

測定可能昆巨離

2 0．3皿m．± 0．1％

5 ．5倍

スプ リッ トイ メージ

7 0 円形 直立像

2 m 径

デンドロメークーとして 11～110 m
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則距儀として

測定可能樹幹径

傾斜補正範囲

重量

昭和49年度林業試験場四国支場年報

1 1 ノ ｝ 6 2 0 m

3 ．8 ～ 5 0 0 c m

±6 0 0

2 ．3 k8（三脚を含まず）

（ 註） 直径76cmまでの立木は，11～110m の範囲で測定できるが，直径 254cm の立木は，46～110m

の範囲となる。

測定誤差

直径範囲 誤 差

3 ． 8 c m ′〉 2 5 ．O c m 2 ．5 皿p ．

誤差率

2 5・O cm～500 cm l％

ただし，水平より±100 以上の場合は誤差率 1．5 ％となる。

測距儀としての誤差

）

m

（

4

0

0

0

0

0

1

2

3

5

7

0

離

1

拒 誤差

3 c m

8 ． 5 c 皿

2 0 c 皿

4 5 c m

7 0 c m

l ．3 m

）

m

（

0

0

0

0

0

0

箆

－・
ヽ
）

∧
U
 
O
 
O
 
O
 
O

寓

1

2

3

4

－．ヽ
J

′
人
じ

距
）

m

（

差

3

5

11

20

30

40

誤

（ 以上，仕様の部分は発売元の資料による）

る．直径測定における誤差修正の方法

前述の仕様内容にしたがい，被測定物の直径が25cm以上と，25cm以下，および被測定物の位置がデ ンドロ

メ一夕ーよりも 100 以上と，それ以下の 4通 りに分けて，実測値と測定値の差を調査 した。

なお，実際の誤差の検定に先立って，個人差の有無を換討するため， 4 人が同一一の立木直径を，距離15m

およぴ20m の 2 地点から測定 した。

結果は表－9 のとおりで，個人差はほとんどみうけ られないが，誤差はいずれも実測値よりも測定値の方

が高い傾向があらわれた。

誤差検定のために用いた被測定物は，直径 5 c皿から45cm程度までは輪尺を用いて測定したものが多く，そ

れ以上200c皿以下のものは，任意の大きさの板を直径の代用とした。

表－9 デンドロメークーによる直径測定の個人差の検定

実測値 21．3cm

離
A

オペ

B

レー ク

C I D

i 測 定 値 22．3cm

1 5 m 蔓誤 差 ＋1．O

i 誤 差 率 4・70

2 。m 壬芸定笠 ごiデ岩m
！誤 差 率 4．70

測定 値 22．2cm

書呉 差 ＋0．9

誤差 率 4．23

測定 値 22．3cm

誤差 ＋1．0

誤差 率 4．70

測定 値 22．3cm

誤差 ＋1．0

測

書呉

誤差 率 4．70 ∃誤
l

測定 値 22．3cm

誤差 ＋1．0

誤差 率 4．70

定借 22．3cm

差＋1．0

差率 4．70

測定 値 22．Ocm

誤差 ＋0．7

誤差 率 3．30
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誤差発生の傾向としては，仕様書の記述のとおり，直径25cm以下は，被測定物までの距離と被測定物の直

径の大きさとの相乗誤差（長さの単位）であらわれた。

一方，25cm以下は，被測定物の直径にはほとんど無関係に、距離が主な誤差となり誤差率としてあらわれ

た。

これらの誤差および誤差率は，この使用捜具特有のものか、それとも全般的にこの椀種に共通なものなの

か不明であるが，ここでは実測値よりも測定値の方がすべて上まわってあらわれるという系統誤差が発生し

てい る。

表－10は，直径測定の条件別に誤差や誤差率の修正量を推定する計算式である。

表－10 デンドロメータ一による直径測定の条件別修正値の計算式等

直径

2 5c皿以下

傾斜角 項目

1 00以 内

1 00以上

誤差

′′

2 5cm以上
1 00以 内

1 00以上

誤差率

〝

重相関係数 計算 式

…≡：二；…；三；l≡≡二：：三：；；：二：：：：；：：：二：：：；三；；：

…≡：二；；；；；l≡≡：：：；；；三：：二：……；：：二：：：：；2；：

傭

巧打‾‾‾‾
E ＝誤差

または誤差率

M ＝距離

D ＝直径

考

；C m

；％

；m

；C m

したがって，直径25cm以下では推定値が実測値より大きくあらわれるので，上式により誤差量を推定し，

観測値より控除することにより実測値に近似 さすことができる。

一方，直径25cm以上では，上式により推定 した誤差率より算出 した誤差量を観測値より控除することによ

り実測値に近似さす ことができる。

4 ．本棟使用上の問題点

光学器械はどのようなものでも共通していえることだが， より正確な測定結果をえるためには，被測定物

の背影に白色，黄色等のコントラストを高める布等を張る必要がある。

（ 吉田 実）

造林 研 究 室 の 研 究 概 要

造林研究室の研究課題は大きく更新に関する研究と保育に関する研究の 2 つに分けられる。

更新に関する研究では「ヒノキ・ スギ採種林の施業」の課題のもとで， ヒノキおよびスギ採種林の結実を

量的・質的に向上させ るための施業方法について研究をす めゝ，また「列状植栽試験」の課題のもとで，列

状植栽によって，地拝・植栽・下刈等の諸作業がどの程度省力できるかを明らかにするとともに，また，列

状植栽林分の閉鎖までの経過を明らかにすることを当面の目標として 5 段階の列状植栽を実施 している。な

お，この列状植栽についての研究は，特別会計の技術開発課題として実施 しているもので，今年で終りとな

るが残されている問題も多いので，昭和50年度からは「森林の保育に関する研究」の中で継続する。

保育に関する研究としては，「森林の保育に関する研究」の課題のもとで，幼令林分の技打程度と物質生

産量の関係を明 らかにする目的で ①枝打試験，林内更新や下Xりと関連させて、庇陰下の植栽木の生理生態

的特性を明らかにするために ㊤庇陰試験，下刈作業の基礎的な知見をえるために ⑨造林木と雑草木の相
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互作用についての調査， スギとヒノキの 混植効果をみるために ④スギ・ ヒノキ混植モデル試験， ヒノキ

林保育の基礎資料を得 るために ⑨ ヒノキ林の一次生産量に ついて研究， をそれぞれすすめ， また， 今年

度は四国農業試験場構内に植栽されている ⑥イクリヤポプラ林の生長解析，一次生産量の測定を実施し

た。

以上のほか，土壌研究室と共同で，特別研究「農林漁業における環境保全的技術に関する絵合研究」の中

の「森林生態系の実態調査」を針葉樹人工複層林と，同じく単層林の比較において実施 し，また「海岸林に

おける広葉樹導入・林分改良」の課題のもとで，屋島において、マツノザイセンチュウによる枯損跡地対策

についての調査研究をすすめている。

ヒノ キ ・ ス ギ 採 種 林 の 施 薬

ヒノキ・ スギ採種林の結実を量的・質的に向上させるための施業法を明 らかにするために，愛媛県林業試

験敬 高知営林局と共同で，昭和46（1971）年度よりはじめた0

試験地ほ松山営林署管内57林粧に小姓の45年生 ヒノキ林，同65林殊に小姓72年生スギ林，宇和島営林署管

内72林碇ほ小社69年生ヒノキ林に設定されている。

松山ヒノキ試験地 ：昭和46（197 1）年度にh8あたり300本，600本，900 本の 3段階に間伐，各間伐区に施

肥区，無施肥区を設定 し，各区にジベレリン（150 m g／本），環状剥皮，ジベレリン・環状剥皮併用（ジベ

レリン150 m g／本）の処理をおこなっている。本年度は昭和48（197 3）年度処理木より球果の採取をおこな

うとともに，同様の処理を繰返 し実施した。

松山スギ試験地 ：昭和46（197 1）年度にh8あたり200本，400本，600本の 3 段階に間伐，ジベレリンを100

m g／本，200m g／本，400m g／本，注入処理を実施 している。今年度は，昭和48（1973）年度処理木より球果

の採取をおこなうとともに，同様の処理を繰返した。

宇和島 ヒノキ試験地 ：昭和46（1971）年度にhGあたり180本，360本，540 本の 3段階に間伐，今年度は各

区より球果を採取 した。

資料はとりまとめ中である。

（ 安藤 貴）

列状 植 栽 試 験

近年労働力のひっ迫にともない，地掠，植栽，下刈作業の省力化をね らいとして列状植栽が試みられ，従

来から実施されている方形植との比較もおこなわれている。しかし， これまでは単一の列状植栽との比較が

中心で，列間・酋間を変えた場合については検討されていない。そこで列間と百聞をそれぞれ 1 ：1， 2 ：1，

3 ：1，4 ：1，5 ：1 の 5段階に変えた植栽試験地を設定 し， 諸作業の省力の程度と林分閉鎖までの経i臥 な

らびにこの種の植栽方法が， 林木の形質 と材穣生長に与える影響を 明らかにする目的で この試験を はじめ

た。

3 ，000本／hq植栽とすると，上記 5段階の各植栽様式において，列間と宙問は，それぞれ182×182cm，258×

1 29cm， 315 ×105cm ， 364 ×91cm， 405 × 81c皿となる。

昭和45（1970）年度に宿毛営林署50林粧ろ小班にヒノキ，昭和47（1972）年度に松山営林署管内58林堆い2
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小姓にスギの試験地をそれぞれ設定 し，各種作業の功程調査をおこなうとともに，植生の再生量と植生遷移

を調べた。

作業功程については，地拓の場合列間が広 くなるほど功程があがるが，植栽の功程はあまり変 らず，また

下刈の功程 も列間が広 くなるにしたがってや 功ゝ程が上る傾向が認められたが，それはど顕著な差は認めら

れなかった。なお植栽木の生長には差が認められなかった。

まだ十分な閉鎖の段階に達 していないため，今後も調査を続ける必要がある。

（ 安藤 貴・谷本 丈夫）

森林 の 保 育 ．に 関 す る 研 究

1 ．スギの枝打試験

優良小丸太（磨き丸太原木）や転筋の柱材を生産するためには強度の枝打を必要とす るが，技打の程度と

物質生産量の関係については十分に明らかにされていない。

愛媛県上浮穴郡久万町の 9 年生，平均樹高 7．5 m のスギ林に，枝下率が55％，65％，75％の 3段階に枝打

を実施 した試験地を昭和43（1968）年度に設定し，その後 3 生育期を経過した昭和46（1971）年度に同じ枝

下率に再度枝打を実施した。この試験地の最終調査をおこなった。

四方無節の心持ち桂材を生産するためには， この試験を実施 した程度の林分では、技下率を75％ またはそ

れ以上に技打することが必要と考え られる。また75％枝打区の6 か年間の地上部物質生産量は，55％枝打区

の70％弱であった。なおこれらの資料を用いて枝打管理図の試案を作製 した。

（ 安藤 貴・宮本倫仁・谷本 丈夫）

2 ．庇 陰 試 験

スギ稚苗の生長におよぽす光の強さと肥料濃度の影響を明らかにするため，光の強さを 5段階，肥料濃度

を5段階とする25通りの組合せによる庇陰試験を昭和48（1973）年度より2 か年計画で実施 し，本年度は最

終調査をおこなった。結果は現在検討中である。

また，生長休止期の強度庇陰が生育に及ばす影響を明 らかにする実験を開始した。

（ 谷本 丈夫・安藤 貴）

5 ．造林木 と雑草木の相互作用

有効な下刈条件について検討するために昭和46（197 1）年度より実施している。

今年度は，前年度までに得 られたスギ造林地の雑草群落と光環境の調査資料について解析をおこなった。

光の減衰は，混合群落である造林地の雑草群落でも，経験的にこれまで純群落について知 られている関係

と同様に

〟J。＝ピー即 ‥…‥‥‥‥‥…・‥‥‥‥‥‥‥…‥‥‥‥‥‥‥……‥‥‥‥‥‥‥…… …… ‥‥‥…‥ （1）

り：群落内の水平照度・ ん：入射光の水平照度，ぷ：吸光係数，ダ：菓面積指数）が成り立ち，〝ん と

地上高（」打）との関係は群落高ごとに

J ／ん三βムP ‥‥……‥‥‥‥……‥…‥‥…‥‥…∴＝‥‥‥‥…‥‥……‥……‥…‥‥……‥… （2）

（ A ，月：定数）で表わせ られた。

（ 谷本 丈夫・宮本 倫仁）



1 1 8 － 昭和49年産休業試験場四国支場年報

4 ．スギ・ ヒノキ混植モデル試験

スギとヒノキの混植が物質生産におよぽす影響を明らかにするために，混植率をかえて植栽 した混櫨のモ

デル試験を昭和47（1972）年度からおこなっている。本年は植栽後 3 生育期を経た生長調査ならびに最終掘

取り調査を実施した。現在資料を解析中である。

（ 宮本 倫仁・安藤 貴）

5 ．ヒノキ林の一次生産

四国地方におけるヒノキの植栽比率は，70％を越えているが，当地方におけるヒノキ林の物質生産に関す

る調査事例ほまったくない。そこで，四国地方のヒノキ林の生産構造、一次生産量など，物質生産に関する

生態的特性をあきらかにするため，昭和45（1970）年度より今年度までの 5 か年間に，高松、高知，窪川営

林署管内の20、42，48～50年生林分を対象とし，計15林分について調査を行い，これら一連の資料をとりま

とめた。その結果，，菓の現存量は 11～17 t／hα，片面の菓面積は 4・7～7・1h〟hα，地上部一次生産量は9・2～

1 7．9 t／hα・yr の範囲内にあった。

（ 宮本 倫仁・谷本 丈夫・安藤 貴）

る．イタリサポプラ林の一次生産

四国農業試験場土地利用部傾斜地利用研究室でほ，暖地傾斜地土地利用合理化研究の一つとして、林木に

ょる傾斜耕地の利用研究をとりあげ， イタリヤポプラⅠ214 を昭和38（1963）年に構内に植栽している。こ

の林分は植栽後12年を経過したため，最終調査をおこない，既往の資料とあわせてとりまとめることとなり

調査の協力実施について要請があった。

調査をおこなった植栽地はhGあたり200本，400本，1000本の 3段階の植栽密度試験地で，各区より8 本づ

っの標本木を選び 樹幹解析をおこなうとともに，地上部一次生産量を測定 した。地上部一次生産量は13・8

～16．7 t／h8・ yr と推定された。

（ 安藤 貴・宮本 倫仁）

土じ ょ う 研 究 室 の 研 究 概 要

土じょう研究室は森林ならびに酋畑の土壌，肥料に関する研究をおこなっている0

「 低山地域の森林土壌に関する研究」では，土壌の生成，分類，特性を把握する立場からの研究をおこな

っている。「ヒノキ林の地力維持に関する研究」は，地力維持の面か らみたヒノキ林施業の指針とするため

に調査研究を進めており，今年度は第 2 次調査の前期分を終了した0 「施肥の土壌および養分循環におよぽ

す影響」については，施肥の直接効果の他に，森林の形成過程における施肥の役割について，土壌，養分循

環の面からの研究を進めている。「可給態養分と苗木の生長に関する研究」は今年度が最終年皮になってい

るので，とりまとめの方向で研究を進めた。

別枠研究の「農林漁業における環境保全的技術に関する総合研究」の一課題として，人工林の取り扱いの

遠いによる生態系の変動を把握するため，土壌の面か らの実体解析をおこなっている。また別の一課題とし

て「家畜排泄物の処理利用技術の開発」の研究に今年度から参画し，木質物配合による堆肥化と堆肥の施用

試験を実施 した。

国有林の技術開発試験である「海岸林における広葉樹導入林分改良」については，昨年にひきつづき屋島
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国有林を中心に，土壌，林内植物の養分特性，施肥などについて検討をおこなっている。

高知営林局から「千本山保護林の調査」を依頼され，今年度は土壌の精密調査を実施した。このはか香川

県から開発地域の国土調査を依頼され，小豆島の林地土壌調査を実施 し、土壌図を作製して報告 した。

低山地 域 の森 林 土 壌 に 関 す る研 究

四国地方の低山地域には赤色風化殻に由来する赤色土が出現 し，さらにそれに随伴 して赤色系，黄色系褐

色森林土が分布する。赤色系，黄色系褐色森土は，最近の林野土壌の新分類において新たに褐色森林土群の

亜群として区分されたもので，その生成，性状については，未だ不明確な面が多い。

本年度は低海抜地域の，新分類における黄色系褐色森林土の分類基準に適合する土壌および，その他の褐

色森林土，さらにこれらと対比するため比較的高海抜地域に分布する褐色森林土を対象とし，これ らの土壌

の遊離酸化鉄の存在状態を比較検討 した。なお分析に用いた試料は，土壌が比較的安定 しているとみ られる

尾根斜面のものをえらんだ。土壌型は大部分が yB B， B B で，一部に yB c，B c を含んでいる。

分析は T am m 法（t）および M ehra－Jac kso n 法（j）によって遊離酸化鉄を，H F－H 2SO 4－H C lO 4 処理

によって全鉄（T ）の定量をおこない，t／j，j－t／T 比を算出し，各土壌の比較をおこなった。

その結果，図一5 にみられるように t／j は黄色系褐色森林土では褐色森林土にくらべて小さい。また褐色

t ／j j－t／T

0 ．2 0 ．4 0 ．6 0 ．8 1 ．0
叫‾「 Ⅵ●「 瓜 ‾ 叫

●▼

l I
●

告g o 。
0 0

A

B l

B 2

●● ′

●● ● t ●

。。0ぜ 。

▲▲ ▲

●● ● ●

●●● ●●
●

富も。 。。

▲▲ ▲

′● ●

B l

B 2

0 ．2 0 ．4 0 ．6 0 ．8 1 ．0

～′・ ・

‾T

○㌔ ㌔㌔

▲▲ ▲

●● ● ●

●● ● ● ●

亀00 0 0

▲▲ ▲

●－ ●

●● ●● ●

0

0 0 0 管 ○

▲▲ ▲

●

壬●

●：褐色森林土（1000m 以上） ○： 同 （100 O m －300m ）▲： 同 （300 m 以下） ⑳：黄色系褐色森林土

図－5 各 土 壌 の t／j と j－t／T 比

森林土でほ高海抜地域（1000m 以上）のものは低海抜地域のものより一－・般に大きい値をしめす傾向がみられ

た。ト事／T は黄色森林土では大きく，褐色森林土の高海抜地域のものは小さく，低海抜地域のものは両者の

中間的な値を しめす傾向がみられた。

（ 佐藤 俊・井上輝一郎・岩川 雄幸）
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ヒノ キ 林 の 地 力 維 持 に 関 す る 研 究

森林の皆伐および次代造林の成林が土壌に及ぼす影響を知る目的で，昭和45（1970）年度，昭和46（1971）

年度に，ヒノキ造林地の植栽当年生より50年生までの種々の林令の林分について土壌調査をおこない，各林

令と土壌との関連を明らかにした。

本年度は上記のそれぞれの調査林分について、－－・定期問における土塊の変化を知る目的で，第 2 次の土壌

調査をおこなった。土壌試料について目下分析継続中である。

（ 井上輝一郎・岩川 雄幸・富田 桂子）

林地施肥の土壌および養分循環におよぽす影響

須崎営林署管内朴の川中令林肥培試験地のスギ林分は，今年度で19年生に達 しており，閉鎖状態がかなり

進んできているので，下層木，被圧木を主体に間伐をおこない，成立本数を hn あたり3，500本，2，700 本，

1 ，900 本に調整した。今年度の成長量にあらわれる肥効をみると，各密度区とも胸高直径にややみとめられ

る程度で樹高にはみとめられない。

本山営林署管内中の川連続施肥試験地は，今年度が設定後15年目の調査年度にあたるので，施肥による土

壌変化を追跡するため，各区の A o 層量，土壌断面調査をおこない資料を採取 した。A o 層の落葉量は，ス

ギ， ヒノキとも施肥区より無施肥区が多 く，落枝量は施肥区がかなり多い。11年 目にくらペると A o 層量は

施肥区は減少 し，無施肥区ほやや増加 している傾向にある。

（ 佐藤 俊・岩川 雄幸・吉田 桂子）

可給態養分と苗木の生長に関する研究

この研究テーマの最終年度である。当年度の枠試験の苗木の生育はきわめてかんばしくなかった。これは

試験区の床替時期が遅れたことが大きな障害となったと考え られた。

このテーマは終了するが， 100 区におよぶ枠試験は施肥履歴がはっきりしており，宙畑開設以来無施肥区

とか，無 －ノン酸あるいは無力リ区などがあり，施肥設計はこのまま存続 して今後の植物の養分吸収の研究な

どに生かしてゆく計画である。

霧耕栽培実験では， チッ美濃度を8 ppm で前年度に続けて栽培実験をおこない，年度末に収獲した0 分

析は完丁していないが，チッ菜 8由m でも葉色は淡黄緑色でチッ素欠乏の症状を呈していた0

（ 横田 志朗・岩川 雄幸・吉田 桂子）

保護 研 究 室 の 研 究 概 要

保護研究室は，宙畑および林野に発生する病虫獣害に関する試験研究を行なうのが本務であるが，時代の

要求に応 じ，野生鳥獣の保護増殖に関する研究を もおこなうようになった。

昭和49（1974）年度におけるもっとも重要な研究業務は特別研究「マツ類材線虫の防除に関する研究」の

遂行であった。いわゆる「まつくいむ し」の主因であるマツノザイセンチュウの四国における分布およびそ
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の生理・生態，マツノザイセンチュウを媒介するマツノマダラカ ミキリの四国における生活経過や習性など

に関するいくつかの研究をおこなった。くわしい成果は本年報の後半にある共同試験の中に記述 した。

病害に関する研究テーマは「暖地における林木病原体の生理・生態」であるが，特にスギ赤枯病菌が四国

のような暖地でどのような生態を示すか，また，どのように冬を越すかなどに重点をおいて研究 した。

虫害に関する前記特別研究以外の研究テーマは「おもな害虫の生態調査」および「マツカレハの個生態」

である。前者は四国に発生する主な森林害虫の生態および防除を目的とするものであるが，昭和49（1974）

年度にはマツノマダラカミキリを対象とした成虫や幼虫の密度と死亡 との関係，天敵微生物によるマツカレ

ハの防除，久万地方の磨き丸太用スギに生じた傷の原因調査および防除法などに関する研究をおこなった。

「 マツカレハの個生態」の研究では，高知産，高知産×名古屋藍，松山産，香川産×高知産，徳島産等のマ

ツカレハの室内における脱皮や羽化の経過について調査した。また，今まで同様，支場構内に設置された螢

光誘蛾灯に飛来するマツカレハ成虫を調べ，野外における発生消長を諏査した。

獣害に関する研究テーマは「野ねずみの生態」である。昨年度同様，昭和49（1974）年度においても，四

国背りょう山鹿南部の標高約 1000 m および約500m の地点において掃獲される野ねずみの種類，雄，雌の割

合，幼・亜・成獣の割合，生殖時期，胎児数などについて調査した。また，営林局，署と共同で，国有林 3

か所における野ねずみの発生消長について調査した。

昭和49（1974）年度に特筆すべきことは，この年良から5 か年の予定で「野生鳥獣の保護増殖に係る体系

的手法の開発に関する研究」の 1部を保護研究室が担当するようになったことである。この研究の目的は野

生鳥獣の保護，管理の科学的，体系的手法を開発し，今後の鳥獣行政に資することであるが， 当研究室で

は， 照葉樹林帯 とくに ホル トノキ・ タブノキ群系における鳥類の センサス法の検討を当面の研究目標とし

た。

以上のはか，昨年度にひきつづき，国有林野特別会計の技術開発試験「空中写真によるまつ くいむ し被害

の防除に関する研究」の 1 部を担当した。

暖地における林木病原体の生理・生態

1 ．秋～冬 におけるスギ赤枯病菌分生胞子の飛散

目的 ：過去 2～ 3年の調査によって，四国とくに高知市近郊ではスギ赤枯病菌は真冬でも雨が降れば分生

胞子を形成，飛散させることが明らかになった。昭和49（1974）年度 も同じような結果がえられるか否かを

調査する。 l

方法 ；昭和49（1974）年 9 月中旬から昭和50（197 5）年 2月末まで，降雨または降雪のあるどとに，分生

胞子採取用スライ ドグラスを赤枯病にかかったスギ苗の下におき，「 定時間後回収し，それらの上に落ちた

分生胞子の数および形を しらべた。分生胞子採取用スライ ドグラスとは普通の顕徽鏡用スライ ドグラスに水

1 00 cc，ゼ ラチン40 g ，グ リセリン80 g を加えてとか しぬりつけたものである。

結果 ：（図－6 参照）

1 ）一昭和49（1974）年の秋、異常型分生胞子は10月上旬にほじめて形成された。

2 ） 従来と同 じように，真冬でも分生胞子が形成 され，スライドグラス上に落下 した。 しかし，その数は

非常に少なかった。

（ 寺下隆喜代）
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スギ赤枯病菌分生胞子の秋～冬における飛散

（ 1974年 9 月～1975年 2 月）

2 ．秋～冬の降雨の前後における病葉上のスギ赤枯病菌分生胞子の形

・ 目的 ：スギ赤枯病菌は秋になると異常型分生胞子を形成するようになるが，正常型と異常型の中間的な形

のもの（中間型）も形成される。秋～冬の間，病葉上に形成 される正常型，中間型および異常型分生胞子の

割合ほ降雨の前と後とで違 うかどうかを知るのがおもな目的である。

方法 ：1 に報告 した実験のスライドグラスを設置する前と回収後に，設置場所から1〝‡以内にある赤枯病

にかか ったスギの枝を 5 ～10c皿切りとり，それ らか ら病菓を 3 ～ 4 枚え らんだ。そして病葉上にあるすべて

の分生胞子をスライドグラス上の SH E A R 氏液浦上に落し， カバーグラスをかけ，カバーグラスの範囲内に

あるすべての分生胞子を検鏡 し各型に分けて計数した。

結果 ：（図一7 参照）

1 ） 降雨の前 と後では，病葉上の各型の占める割合にほあまり変化がなかった。

2 ） いずれの調査時期においても，商業上には正常型がもっとも多 く，異常型がもっともすくない傾向が

あった。
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図一 7 秋～冬の降雨の前後に採取 したスギ赤枯病菌分生胞子の各型の割合

（ 1974年 9月～1975年 2 月）

3 ） 季節がすすむと，異常型の占める割合は多少増えるようであった。

（ 寺下隆喜代）

－2 3 －
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おも な 害 虫 の 生 態 調 査

1 ．個体群の変動要因

今年度は，前年度に引き続きマツノマダラカミキリを対象にして，実験個体群における密度の影響を調査

した（現在調査中）。

2 ．マツカレハの微生物防除（浅川実験林天敵放生物研究室との共同調査）

松山営林署管内大谷山国有林ほかで大発生しているマツカレハを対象にして微生物防除の事業化試験を実

施した。若齢幼虫に対して10月，徴生物（B t，D C V ，両者の混合剤） を地上散布 し， 支場では，散布後

の死亡状況等を袋かけと固定調査木によって調査した。結果についてほ浅川実験林でとりまとめ中。

る．スギみがき丸太材表面の傷の原因と対策（愛媛県林試との共同調査）

今までの調査でセミ類による吸汁跡の可能性が大きくなったので， 8 月上旬ごろ現地のスギ林でセ ミ類の

生息状況等を調査 したところ， ヒグラシ，アブラゼ ミ，エゾゼ ミ類（鳴き声による）で前 2 者， とくにヒグ

ラシが多かった。与のうち， ヒグラシとアブラゼ ミについてスギに対する吸汁実験を実施中0

（ 越智鬼志夫）

之

マツ カ レ ハ の 個 生 態

1 ．室内飼育による調査

昨年に引きつゞき越冬後の調査および新たな飼育調査をおこなった（昭和48年（1973）年報参照）。

1 ） 高知産（継代）の経過

a ） F き（昨年 6 月中旬ふ化，80％年内羽化残りは7 ～ 9 齢で越冬）

8 ， 9 齢個体は 4 月中旬営繭， 5月中，下旬羽化 した。 7 齢個体の内1頭は 1回脱皮で営繭 し， 7 月中旬

羽化した。 1 頭は 4 回脱皮11齢に達 したが，営繭前に死亡 した。

b ） F ▲（昨年 9 月上旬ふ化， 4・ 5 齢で越冬）

4 齢越冬の個休は 3 ，4 回の脱皮で営繭 し，羽化期は7 月であった。 5齢越冬ほ 1～ 3回の脱皮で営繭 し，

1 ， 2 回の脱皮の個体は 5 月下， 6 月上旬羽化 した。 3 回脱皮の個休は7 月中旬羽化した0

¢） F ノ（ 6 月上旬ふ化）

a ）の早い時期羽化した個休の次世代で、 5～ 7 齢で営繭し、 7 月下～ 8 月中旬羽化した0 越冬個体はな

かった。

d ） F 5（ 7 月下， 8 月上旬ふ化）

b ）か らの次世代で， 1 部は年内に羽化 したが多くは6 ～ 8齢で越冬 した。 7 ～ 8 齢の多くは大型であっ

た。

e ） F 5′（ 8月中旬ふ化）

c ）からの次世代で， 6 ， 7 齢で越冬した。 7 齢ほ大型であった。

王） F 8（10月上旬ふ化）

d ）からの次世代で， 3， 4 齢で越冬した。この中で 1頑12月中旬脱皮 した個体がみられたが，これは休

眠状態の中での脱皮であった。
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g ） 高知（10月下旬ふ化）

野外から採集した特にふ化時期のおそいもので， 3 齢で越冬した。この中で 1頭， 2 齢で越冬したが， こ

れは休眠状態に入らなかった。

2 ） 嵩知産×名古屋産の経過

a ） F l（昨年 7 月上旬ふ化，16％年内羽化， 6 ， 7 齢越冬）

越冬後は 2， 3 回の脱皮で営顧し，羽化期は 7 月上，中旬であった。

b ） F 2（昨年 9 月中旬ふ化， 4 ， 5 齢で越冬）

a ）の年内羽化の次世代で，越冬後は1 ～ 4 回の脱皮で営繭 し， 1回脱皮の個休は 5 月下旬，他は 7月中

旬羽化 した。

C ） F 之′（ 7月下旬ふ化）

a ）の越冬個体の次世代で， 6， 7齢で越冬 した。

d ） F き（ 7 月下旬ふ化）

6 齢で越冬したが，内 1頚は休眠状態に入 らなかった。

3 ） 愛嬢産の経過

a ） F 乏（昨年 7、月中旬ふ化， 6 ～ 7 齢で越冬）

1 ～ 3 回の脱皮で営繭 し， 6 月下～ 7 月中旬羽化した。

b ） F き（ 7 月中旬ふ化）

a ）の次世代で 6～ 8齢で越冬 した。

4 ） 高知，名古屋，松山産の経過

a ） F l（ 7 月下旬ふ化）

高知，名古屋のF l谷と松山F 2♀とのかけ合せで， 6 ， 7 齢で越冬 した。この中で 3頭休眠状態に入 らな

かった。

5 ） 高知×香川産の経過

a ） F l（ 8 月中旬ふ化）

高知産年内羽化の令に香川産の♀をかけ合せたもので， 5， 6齢で越冬 した。ふ化期が 8 月中旬とおそか

ったが，この時期の高知産では大型個体がみられるのに対し， これでほ生 じなか った。

6 ） 徳島産の経過

昨年 F l が得 られなかったので本年新たに越冬幼虫を採集した（1975年 2月採集）。採集時の生体重は，

8 0m g～460m g までみられたが 100～200m g に集中し， 140m gがピークであった。

2 ．蛍光誘が灯による野外の発生消長調査

4 月15日に点灯 したが，本年は例年より飛来がおくれ 5月12日に初飛来，10月 7 日が最終飛来であった。

また6 月中，下旬， 9 月上旬には飛来がみ られなかった。本年ほ 9 月中～10月上旬の飛来数が少なかった。

（ 五十嵐 豊）

l

モ

野ね ず み の 生 態 調 査

1 ．四国における野ねずみの生態調査

昨年に引きつづき，毎月 1回固定試験地での野ねずみの捕獲調査をおこなった。
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調査地は本山営林署瀬戸担当区管内，標高約1，000m と約500m の 2 か所で，摘獲の方法ほ昨年 と同様である。

調査結果の概要

1 ） 野ねずみの種類

捕獲された種類は，ス ミスネズ ミ， ヒメネズミ，アカネズミ，それに食虫目の トガ リネズ ミ， ジネズ ミ，

ヒミズであった。 1 年間の種類別掃獲率は，標高約 1，000m ではスミスネズ ミ87％， ヒメネズ ミ9 ％，アカ

ネズミ4 ％，標高約 500 m ではスミスネズ ミ65％， ヒメネズ ミ19％，アカネズミ16％で標高による混接率の

ちがいがみられる。

2 ） 月別捕獲数

本年は全般的に掃基数が少なく，特に6 ， 7， 8月は少なかった。

3 ） ♀吉別描獲率

標高約500 m でのアカネズ ミをのぞいては谷の捕獲される割合が高かった。

4 ） 幼，j臣，成体別捕獲率

各種類とも成体の捕獲率が高く，ついで亜成体，幼休の順であった。昨年度は亜成体が 5 ， 6 月に比較的

多く捕獲されていたが，今年は12月～ 3 月の冬期に多い傾向がみられた。

5 ） 生殖時期

スミスネズ ミでは， 7， 8 月をのぞいて各月とも妊娠，経産個体がみられた。 7 月は谷の亜成体が 1頭，

8 月は♀の成体が 1朝と捕獲数が少なかった。 8 月の♀は明らかに萎縮個体であり， この時期が生殖停止期

のように思われる。 ヒメネズ ミは 6 月と7 月に妊娠個休が各 1頭描獲されたが，令で畢丸の発達個体がみ ら

れるのは10月から3 月までであり，捕獲個休数が少ないため，生殖期間がはっきりしない。アカネズ ミは9

月と3 月に妊娠個体が各 1頭掃獲されたが，これも個休数が少な くはっきりしない。

る） 可視胎児数

スミスネズミでほ 1～ 5 頭，平均2．6頭， ヒメネズ ミは 2～ 4 頭，平均2．7頭，アカネズ ミは 3 ～ 4頭，平

均3．5頭であった。

2 ．発生消長調査

昨年に引きつづき管内 3 か所（本山，松山，徳島営林署）の固定試験地で調査したが，その結果は表－11，

1 2の とお りである。

スミスネズ ミは昨年に比較 して，本山では減少 しているが，松山では 2月に増加 している。また徳島では

1 1月に比較的多 く捕獲されたが， 3 月ではまた減少 している。こゝは例年 ヒメネズ ミの捕獲が多 く，本年も

表一11 種 類 別 捕 獲 数

署

本山

松山

徳島

スミ ス ネ ズ ミ

6 月 1 11月

4 1 8

2 月

2 2

（ 1 6 ．1）

3 5

（ 3 5．7 ）

6 6

（ 6 1 ．9 ）

4 5

（ 3 6 ．8 ）

3 1

（ 2 4 ．2 ）
7

ヒメ ネ ズ

6 月 】11月 1 2 月

4

1 8

0

1 9

2

5

ネズ

6 月 t ll月 1 2 月

そ

6 月

0 0

の他

1 1月 ‡ 2 月

0

0 4（ ）…h q 当り推定数Z i p p n 法による。

その他はカヤネズ ミ，ジネズミ， トガリネズ ミ， ヒミズ。松山，徳島は 3 月調査。

5

8

8

0



表－12

署

本

松

徒

ノ
ー

U

1

2

1

′
－U

1

3

1

′
h
U

1

3

1
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スミスネズ ミの齢構成および成体の生殖状態

杏

数頭

A
「
只
U
2

1

2

－．ヽ

リ

ノh

U

⊂

J

3

‘
U

J

T

l

1

7

3

構

幼計

2

0

′
h
V

l
 
l

成

亜l成

7

4

∧u

ノ

1

3

2

l

▲
l一
入
U

■
．
ヽ
J

l

4

7

■
．、
J

3

0

8

1

ー2 7 －

♀

成体の
畢丸

萎発

0

8

1

5

8

5

2

2

7

9

‘
U

2

2

」＿封＿当

構成

成亜幼計

2

7

6

琳

17

32

16

3

2

1

1

4

1

2

1

山

7

3

1

1

5

5

▲u

7

5

一．ヽ

）

2

1

刊

り
岨

成体の子宮
．
－

一

妊

山

2

2

一

1

8

3

経

1

3

3

7

4

5

1

7

1

「 議萎

1

1

r

．．〓
り

¶

本山11月，松山 6 月各 1頭金書のため♀谷不明。

その傾向がみ られる。齢構成をみると，成体の捕獲が多いが、松山で 6 月亜成体が比較的多くみられた。

成体の生殖状況をみると，松山で6 月 3 頭，11月 1 頭， 3 月 1頭の萎縮個体がみられたはかは，すべて谷

では，畢丸の発達がみられ， ♀では妊娠，経産および子宮の肥大した個体であった。

3 ） 標高別，環境別語査

株高100 m 以下のヒノキ6 年生林で 2 月 6 ～ 8 日調査 した結果，スミスネズミ26．5％， ヒメネズ ミ17．6％，

アカネズミ44・1％，カヤネズ ミ11．8％（絵描獲数34頭）の割合で掃獲された。低山地帯でもスミスネズ ミが

約3 割棲息していることは注目される。

梗高1，000 m の天然林（モ ミ， ツガ，シデ、カエデ） 2 か所を， 10，11月調査した結果， 本山ではヒメネ

ズミが，徳島ではス ミスネズミ， ヒメネズ ミが掃獲された。

本山での標高800m のヒノキ15年生林では，ネズ ミ類は捕獲されなかった。

徳島での標高1，000 m のスギ20年生林では，ス ミスネズ ミ（70％）ヒメネズ ミ（30％）が捕獲された。

（ 五十嵐 豊・寺下隆喜代）



共 同 試 験
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農林漁業における環境保全的技術に関する総合研究

わが国における都市化，エ業化の急激な発展は，国民の生活環境に好ましくない影響をあたえつつある。

農林漁業もまた，その悪影響を被るとともに，農林漁業自身も環境に対して必ず しも好影響だけを与えてい

るとはいえない現状である。本来農林漁業が もっている環境尿全扱能を充分発捧させるとともに，農林漁菓

で与える悪い影響を除去するための技術体系を確立することが重要な問題 となってきた。

このような時代の要請にこたえるため，農林省では農林水産技術会議事務局を中心に，関係の試験研究機

関を動員し，農林漁業をめぐる環境の実態と問題点を把捉し，自然ならびに人間の生活環境と調和する土地

利用方式，管理技術システム，緑地環境の整備方式の新 しいあり方を明らかにし，それらの研究の推進 と成

果をふまえた農山漁村の総合整備に関する基本計画の手法を提示しようとして，大型プロジェクト研究を昭

和48（1973）年度から5か年計画で実施することになった。

林業試験場では本場の土じょう部，造林部，保護部，防災部および各支場の関係研究室が研究に参画する

ことになり，四国支場も支場長を副査として，造林，土じょう研究室が取り組むことになった。支填での研

究は，針葉樹人工林を対象に，皆伐方式と非皆伐方式という森林の取り扱いの差による生態系の変動の実態

を解析 し，施美技術の再評価と環境保全的森林施業のあり方についての基礎資料を得 ることを目的としては

じめた。

また，昭和49（1974）年度から新たに家畜排泄物の処理，利用技術の開発に関する研究に取り組むことに

なった。

調査結果はつぎのとおり

森林の施業による生態系の変動（針葉樹人工林

における実態解析）

1 ． 植 生 調 査

前年に引き続き，国有林スギ試験地で 5月 と9 月の 2 回にわたり，前年と同様の方法によって植生調査を

おこなった。その結果は蓑－13のとおりである。

（ 安藤 貴・谷本 文夫・宮本 倫仁）

2 ． 生長圭・現存圭・ 生産量調査

国有林試験地の生長調査をおこなうとともに，民有林の上木の技下率を4 段階に変えた上木15年生スギ，

下木11年生スギの二段林試験地の現存量と生産量を調査 した。

国有林試験地下木の生長調査結果ほ表－・14のとおりで，光環境のよいところはど生長がよい傾向が認めら

れた。

上木の技打程度をかえた二段林の現存量と地上部純生産量は表－15のとおりで，上木については枝打の程

度が強いほど小さく，下木についてほ上木の枝打が強いほど大きな傾向が認められた。

（ 安藤 貴・宮本 倫仁・谷本 丈夫）

5 ． 気 象 調 査

国有林試験地の降水量，気温，地温（10cm）の測定を1974年11月よりはじめたが，まだ報告するほどの資

料は得 られていない。 （安藤 貴・宮本 倫仁・桜井 尚武）
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積算優占度（ S D R．）が20以上の種名とその現存量，全種数と全現存量

分‾i‾‾‾右‾‾▲窟頂

S D R 20以上

種名

同上現存量 （g／d ）

全

同上現存量 （g／d ）

S D R 20以上

種名

同上現存量（g／d ）

全種

同上現存量

上木の樹種

スギ

キ

数

（ g／d ）

タケ ニ

クマ イ

フ

ォダ

コウ

グサ

チゴ

ジ

ラ

ゾ

チヂ ミ ザ サ

イナ モ リ ソ ウ

カヤ ツ リ グサ

タチッボス ミレ

スス キ

ナガバ ノモ ミジ
イチゴ

6 2．7 7

5 2

7 9 ．3 5

ヒメ ム カ シ ヨ

タケ

ヌ

ニグ サ

ノレ

クマ イ

スス

デ！
チゴ 芦

キ！

ヌカ キ ビ

強度 間 伐 区

タケ ニ グ サ

フジ

チヂ ミ ザ サ

スス キ

ボタ ン ゾ ル

シラ ク チ ヅル

ミソ ナ オ シ

へク ソ カ ズ ラ

ヒメノヾ ライチゴ

シラ キ

8 2．6 3

5 3

1 0 8．8 9

：メムカ ショモギ

スス キ

ヌス ビ トハ ギ

チヂ ミ ザ サ

ヒメバ ライ チ ゴ

へク ソ カ ズ ラ

3 1 4 ．5 4 1 1 4 1．5 6

4 3

4 1 0 ．0 5

4 6

中庸度間伐区

オダ ラ

イナ モ リ ソウ

カヤ ツ リ グ サ

スス キ

へク ソ カ ズ ラ

ウド

ホタ ル ブ クロ

ヤマホ トトギス

ヒト リ シ ズ カ

ホウ チ ャク ソ ウ

ヤク シ ソ ウ

ヒゴ ス ミ レ

2 0 ．6 5

4 4

ス3 0 ．7 9

ニグ サ

スキ

ヤク シ ソ ウ

イナ モ リ ソ ウ

ウ ド

一フ

ヽ
ヽ
、

一フ

ダ

ガワ

オ

イ

4 7 ．8 8

4 5

2 1 2 ． 4 8 書 7 3 ． 2 7

表－14 国有林試験地下木の樹高成長量 （cm／年）

下木の樹種 ！ 対 照 区

スギ 1 29．6

スギ

ヒノ キ

3 0 ．3

2 0 ．0

強度間伐区

1 5 ．9

2 3．6

1 6．5

中庸度間伐

1 2 ．3

1 9．8

2 0．4

弱皮 間伐 区

カヤ ツ リ グサ

ヤマホ トトギス

ヒト リ シ ズ カ

ホウチ ャク ソウ

ヒゴ ス ミ レ

イワ ガ ラ ミ

6 ．6 7

2 5

8 ．0 2

タケ ニ グ サ

スス キ

ヤク シ ソ ウ

ウド

オダ ラ

ホタ ル ブ クロ

ヒゴ ス ミ レ

ペニバナ ボロギ ク

イナ モ リ ソウ

ヒト リ シ ズ カ

ホウチ ャ ク ソ ウ

ツユ ク サ

ア

シラ

キツ

オハ ダ

クチ ゾ ル

ネサ サゲ

1 2．1 9

4 3

1 9 ．4 3

弱度間伐区

1 0 ．8

1 1 ． 8

1 0 ．2



表－15

、＼
区 分

現存 量

（ t／h α）

上木

下木

生産 量

（ t／h α・ y r ）

試験 区

ギ

ギ

ス

ス

計

上木 ス ギ

下木 ス ギ

計

3 年前の投下率
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民有林二段林の地上部現存量と地上部生産量

7 5 ％区＊

8 4 ，6 1 6

8 ，9 6 5

9 3 ，5 8 1

1 4．5 0 7

0 ．8 0 4

1 5．3 1 1

7 0 ％区＊

9 7 ，7 8 8

1 1 ，5 9 3

1 0 9 ，3 8 1

－3 1 － －

6 5 ％区＊

1 0 1 ，4 3 6

6 ，2 7 1

1 0 7 ，7 0 7

1 7 ．0 5 9

0 ．5 3 0

1 7 ．5 8 9

1 6．0 7 2

0 ．3 1 6

1 6 ．3 8 8

5 5 ％区＊

1 1 6 ，0 4 2

3 ，6 4 9

1 1 9 ，6 9 1

1 8．8 9 4

0 ．1 1 6

1 9 ．0 1 0

4 ． 光環境調査

前年に引き続き国有林試験地で下木上部の相対照度を測定 した。その結果は真一16のとおりで，上木がス

ギの場合はヒノキの場合より大きな値を示 した。

表一一16 下 木 上 部 の 相 対 照 度

上木 の 樹 壷‾‾‾1

ギ

問 伐

強度 間 伐

中庸 虔 間 伐

弱度 間 伐

強度 間 伐

中庸 度 間 伐

弱度 間 伐

全光相対照度 （％）

4 1．6

3 9 ．5

2 7．7

4 9．1

4 4．2

2 4．9

前年度よりの減少 （％）

2 3 ．4

9 ．4

1 2 ． 3

4 ．6

1 ． 0

6 ．2

（ 安藤 貴・宮本 倫仁・谷本 丈夫）

5 ． 植物体から土壌への養分還元調査

昭和48（1973）年11月に， リクートラップと落技量調査区を設定し， 6 か月 ごとに計測 している。 1 年 6

か月間の調査結果であるか ら，現在のところ落莫，落技量の実態ほ把握できない。同一処理区の同じ季節で

も年度によって変動がみ られる。

表－17 各 区 の 落 葉，落 技 量 k8／hG

処理 区

4 8 ．

l

スギ

ヒノキ

強度間伐

弱度間伐

落葉 量 t 落

1 1 ～ 4 9・ 6 ‡ 4 9・ 6 ～ 4 9・ 1 2【 4 9・ 1 2 ～ 5 0・ 5 ！ 4 8・ 1 1 ～ 4 9 ・l

1 ，6 9 0

3 ，8 3 0

強度間伐 ぎ 1，190
】

弱良問伐 i l，440

1 ， 0 3 0 ！ 1 ， 0 7 0 － 1 0 6

烹「す一－一芸言
2 ，5 0 0 書 1 ，1 4 0

l l

量

4 9 ． 6 ′ ） 4 9 ． 1 2

7 6

2 1 6

9

1 5

49． 1 2 ′） 5 0 ． 5

4 7

9 1

4 9

1 8 8

（ 佐藤 俊・井上輝一郎・岩川 雄幸・吉 田 桂子）

占． 植物枯死体の分解と土壌への影響調査

スギ， ヒノキの新鮮落莫の分解状況をみると，骨伐区より非皆伐区（弱度間伐区）の重畳減少が大きく，
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形態的にもF ，H 化する速度が早い傾向にある。質的にみるとアルコール・ ベンゼン抽出物量の減少量は皆

伐区より非皆伐区が大きいが，水および 0．5％ N aO H 抽出物量の変化は皆伐区，非皆戊区とも大差がみら

れないようである。

つぎに植物枯死体の分解にともなう土壌への影響についてのべる。落莫 と接 している表層 0 ～ 2 cmの土壌

についてみると，皆伐区，非皆伐区とも経時的に Y l は減少しC ．E ．C ，E x －C a は増加する。E x －K は

6 か月後には増加するが 1 年後には減少傾向にある。なお皆伐区と非皆伐区の違いは今のところほっきりし

た傾向はみとめられないようである。

1 年経過後の土壌について垂直的変化をみると，最も変化の大きい部分は落莫と接している表層 0 ～ 2 cm

の部分であり， 2 ～ 5 cm の探さでもやや変化がみられるが，15cmの深さでははとんど影響がみられない。皆

伐区と非皆伐区を比較してみると，Y l，C ．E ．C ，塩基飽和皮であらわされる土壌性質は非皆伐区が皆伐区

にくらペて良好な傾向にある。

（ 佐藤 俊・ 井上輝一郎・岩川 雄幸・吉田 桂子）

7 ． 地表変動調査

調査は，各区に設置した固定パイプの一定の高さからの距離を測定し，その増減によって地表面の移動を

調べる方法をとった。 2 年間の平均移動距離をみると，皆伐区が最も大きく強度間伐区は小さい。しかし同

じ区でも斜面の位置によってやや地表変動に違いがみられるので，地表植生の被覆状態，斜面形，傾斜度，

表層土壌の理学性などとの関連について，さらに解明する予定である。

（ 佐藤 俊・井上輝一郎・岩川 雄幸・富田 桂子）

8 ． 家畜排泄物の処理利用技術の開発

今日のように家畜の飼育が大規模化されるにともない，排泄物を直接土壌に還元することは限界に達 し，

悪嗅，水質汚染などの環境保全上の問題からもその解決が迫られている。

そこで家畜排泄物の処理と有効利用の観点から，木質物を配合した発熱醸酵法による堆肥化の試験に着手

した。しかし木質物を利用する場合の問題として，木質物のなかには植物生育阻害物質を含む ものが多いと

いうことがある。とくに最近の木材需給勤行からみて，内地材，外地材など多種類の木質物が利用される傾

向にあるが，阻害作用についての研究ほほとんどおこなわれていない。この点を明らかにするため樹種や堆

肥化と阻害作用の関係についての研究を今年度から実施した。

ニ十 日大根の種子を用い生物テス トした結果， ヒノキ，米産ヒノも 米産マツのおが くずやヘムロック樹

皮では発芽や芽ばえ時の生育に対して阻害作用がみられた。これに対してツガ，スギ，ラワンのおが くずで

はほとんど阻害作用がみられなかった。また各樹種の木質物 と鶏ふんを配合 して 100 日間発熱醗酵 した堆肥

では，発芽に対してほとんど阻害作用がみられず，芽ばえ時の生育に対 して も，原料の木質物にくらべ阻害

作用が軽減されるものが多かったが， ヒノキ，米産 ヒノキでは阻害作用が軽減されにくい傾向が見 られた。

なお阻害物質の一つと考えられるフェノール酸をペーパークロマ トグラフ法で検出した結果，木質物からは

数種類の物質が確認され，なかでもバニ リン酸はすべての木質物から，そして P －オキシ安息香酸もかなり

の木質物か ら検出された。またフェノール性酸の標準物質について，二十 日大根の種子を用いた生物テス ト

では、 P －オキシ安息杏酸， P －クマル酸は 100 ppm 程度で生育阻害作用がみられ 1，000 ppm ではシリ

ンガ酸，バエ リン酸， P －クマル酸などにも阻害作用がみられた。

（ 佐藤 俊・横田 志朗・岩川 雄幸）
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海芹林 に お け る広 葉 樹導 入・ 林 分 改 良

四国でも瀬戸内海に面した海岸林は、例えば屋島国有林のようにマツノザイセンチュウの被害をうけ，海

岸林としての機能が低下しつつある林分が増加する傾向にある。特に屋島ほ国立公園特別地域の中にあるた

めに，この種の公益的捜能の回復ならびに風致林としての景観維持等に対する社会的な要請も強い。荒廃途

上にある海岸林の健全化をはかり，さらに公益的機能な らびに風致林としての景観維持の面でも，よりす ぐ

れた安定 した植生に導 くための効果的な手法を明らかにすることを目的として48（1973）年度よりこの研究

をほじめた。

1 ． 林相区分および植生調査

前年度の予備調査をもとに，屋島国有林のマツノザイセンチュウによるマツ林の被害を知るため再度現地

踏査をおこない，赤外カラーの航空写真を用いて被害地を図化するとともに，林栢区分をおこなった。

また， これと併行して植生調査をおこない， 5 つの植生塑を認めることができたが，さらに同国有林内に

自生する主要広葉樹等の生長状態を知るためヤマモモ・ クロガネモチ・ナナメノキ・ トベラ・ ウバメガシ ・

ネズ ミモチ・ ヒサカキを各 1個休づつ持ち帰り，生長解析をおこなった。

5 0（1975）年度には，上述の植生型をもとに，屋島国有林の植生図を作製 し，それぞれの林分における在

来の広葉樹の生長解析をおこなう。

（ 安藤 貴・谷本 文夫・桜井 尚武）

2 ． 土壌中の養分濃度と林内植物の養分吸収についての調査

植物の養分吸収について，支場内でおこなっている霧排栽培の菓分析によれば，実のチッ素濃度の高まり

は，培養液の供給量には関係なく培養液のチッ素濃度と正の相関関係があった。リン酸，カリも同様であっ

たが，この2 成分は供給されるチッソ濃度の低いときに畜積濃度が高くなる傾向があった。な払 カリ，カ

ルシウム、マグネシウム 3成分のあいだには括抗関係のあるのはいうまでもない。

屋島における土壌中の置換性カリは，12か所平均で11．Om g で10 m g 以下のところが多 く，カルシウムは

8 7m g，マグネシウムは 23 m g であり，これを ヒサカキの莫の成分濃度と対比 して検討すると，培地側のこ

うした低成分濃度と単純にほ相関関係は求められなかった。ただ北東部の長崎のようにカルシウム296m g，

マグネシウム 78 m g と成分の豊富な箇所では斐内への畜積も多 くなっている。

またリン酸については， T R U O G 法による可給態のリン酸ははとんど零に近 く， ヒサカキの菓の リン酸

濃度も上限と下限の幅が少な く， したがって，調査箇所の差異はつけがたかった。

チッ素については、先に述べたように，培地の成分濃度と植物の葉の成分濃度のあいだに相関関係がある

として，各調査地の植物菓のチ ッ素濃度を植物ごとに指数化 して平均指数を求め，これによって各調査地の

チッ素の供給濃度の高低を推定しようと試みた。指数を求めた植物はヒサ力も ネズミモチ，クロマツ，ア

カマ ツ， ネズ ミサ シ， ヤマモモであ った。

この平均指数は図－ 8 に示すようにヒサカキの指数とはぼ同じ傾向を示しており， この地域の土壌のチッ

素供給濃度の高低を，分布の広いヒサカキの実のチッ素濃度で比較推定することも可能であろうと推察 され

た。

なお，高松営林署でほ屋島のマックイムシの防除施設として40hGにスプリンクラーが設備されたが，この
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設備を利用して液肥の葉面散布が計画され， これの散布効果を測定するため施肥試験をおこなうことになっ

た。

施肥試験ほ，台地上の安山岩土壌と傾斜面の花周岩土壌で総面積3．56加である。

実験区は，対照区，スプリンクラーによる液肥散布区，粒状肥料地上散布区とし，液肥は15－ 6－ 6 の住

友液肥をhα当り150 b を200倍液として散布し、粒状肥料は22－【14－10の㊨特号を山当り675k9散布 した。各

実験区では各植物を 3個体あて番号を付し，施肥前と1か月後に植物菓の採取をおこなった。なあ 施肥は

7 月25 日，植物の採取は 8 月30日であった。各試料については目下整理中である。

（ 横田 志朗・佐藤 俊・岩川 雄幸）

マツ 類 材 線 虫 の 防 除 に 関 す る 研 究

この研究は昭和48（1973〕年度から特別研究として開始された。昭和49（1974）年度，保護研究室は前年

度につづき，マツノザイセンチュウの地理的分布，生態および寄生性，寄生性発現に関与する環境条件およ

びマツノマダラカミキリの地域別経過習性などに関するい くつかの研究をおこなった。それらの結果ほつぎ

のとお りであ る。

マツ ノ ザ イ セ ン チ ュウ の 地 理 的 分 布

目的 ：四国において，マツノザイセンチュウほ海岸線全般に広 く分布していることが明らかになっている

が，検出密度が多少疎なところ（例えば愛媛県北西部海岸地帯）がある。また，内陸部ではあるが暖かさの

指標がやや高いところがある。このような地域におけるマツノザイセンチュウの分布の有無を知る。

方法 ：目的のところに書いた地域の現地調査により枯死木を採取し，それからベルマン民法によりマツノ

ザイセンチュウの検出をこころみた。

結果 ：（表－18参照）
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1 ． 愛媛県北西部海岸地帯とくに西条市，今治市および松山市を結ぶ線の海岸線全休にもマツノザイセン

チュウが検出された。

ま．・徳島県の吉野川流域で，竹谷ら（日林誌，57巻 6号）による1種の温量指数，M B が40以上の地域の

うち，海岸線か らはなれた部分，すなわち阿波池田町と穴吹町を結ぶ地域を調査した。しかし，

センチュウによる枯死木は検出されなかった。

義一18 愛媛県北西部海岸地帯からのマツノザイセンチュウの検出

場松山市大山寺町
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マツノザイセンチュウの培地上における寿命

目的 ：250c 前後における寒天培地上で マツノザイセンチュウのもっとも長命なものが何日くらい生存す

ることができるか明らかにする。

方法 ：ふ化後 0～ 4 日経過 したマツノザイセンチュウを，一一匹ずつベ トリ皿の 月0わツfわ 亡よ刀g′・gα菌をえ

表－19 培地上におけるマツノザイセンチュウの寿命 （250c ）
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さとして飼育し，死ぬまで観察をつづけた。観察および餌の交換は 1週毎におこなった。

結果 ：（表－19参照）

もっとも長命な堆の寿命は40～50日程度，もっとも長命な雌の寿命は47～57日程度であった。これらの計

算は生存の確認された最後の観察 日までの経過 日数に次の観察 日までの日数を加えたものである。

（ 寺下隆車代）

0 ～ 5 0C に 1 か年保存したマツノザイセンチュウ

耐久型幼虫の病原性

目的 ：マツノマダラカミキリによって運搬されるマツノザイセンチュウは特殊な形をしており耐久型幼虫

とよばれている。 この型の線虫をマツノマダラカミキリから泳ぎ出させ， 0～ 50c に 1年以上保存した後

においても病原性をもっているかどうかを明らかにする。

方法 ：マツノマダラカミキリ成虫の保持線虫をベルマン民法によって水道水中に泳ぎ出させ， この浮薪液

1 00 桝J を，三角フラスコに入れ， 0 ～ 5 0c に保った市販の冷蔵庫中に静匿した。 1 か年後（昭和49年 6 月

末）これを回収 し，クロマツ2 年生宙に接種 した。

結果 ：（表一20参照）

表－20 0 ～ 5 0c に1 か年保存したマツノザイセンチュウ耐久型幼虫の病原性

接種

区分

接種

血王

鐘
種

1 与 3 8

改元禾
の根元
直径

（ 皿 ）

3 週 間 後 1 1 か 月 後

外観ほこ引 外 観

丁

2

3

4

1

2

4 0

3 1

3 2

3 8

3 6

8

8

7

6

9

7

異常なし

菓が少 し変色

菓が少 し変色

少し異常 ？

異常なし

〝

＋′〉 土 ？ 異常なし

赤変

赤変

＋′〉土引 少 し異常 ？

二重異ヲなし

＋′へ′± ？

＋

＋

2 か 月 後

少し異常 ？

赤変

〝

葉が淡褐色

異常なし

〝

＋

＋

1 ．6 か月程度保存した場合 し昭和48年度年報 P ．68参照）にくらべて，多少病原性は弱くなっている傾向

がみられたが， 1 か年保存したマツノザイセンチュウ耐久型幼虫は依然病原性を保っていた。

2 ． 昭和48（1973）年度における実験でほ， 1 か年保存 した耐久型幼虫の死亡率は99．8％であったが，昭

和49（1974） 年度の実験でほ，死亡率は高い場合（90％以上）もさして高 くない場合（60 ％程度）もあっ

た。
（ 寺下隆喜代）

被害材の含水率とそれ らの材から羽化 したマツノマダラ

カミキリの保持線虫との関係

目的 ：マツノザイセンチュウ被害材が乾燥すると，その材中のマツノザイセンチュウ数は減少することが

知られているが，被害材の含水率とそれ らの材か ら羽化するマツノマダラカミキ リ保持線虫数との問に何 ら
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かの関係があるか明らかにする。

方法…いろいろな場所から被害材を集め・ マツノマダラカミキリ幼虫のせんさしている部分を切りとり，
蓋つきのプラスチック容器に入れた。同時に材の一部を切りとりその含水率を測定した。供試材を室内に静

置し・ 羽化してきたマツノマダラカミキリの保持線虫数を測定し，供試材の含水率と保持線虫数の関係を求

めた。

結果 ：（図－ 9参照）
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図一 9 被害材の含水率とそれ らの材から羽化したマツノマダラカミキリの保持線虫数

含水率が中程度（20～80％）の材から羽イヒしたマツノマダラカミキ リほ，比較的多くのマツノザイセンチ

ュウを保持 していた。

（ 寺下隆喜代）

根の接触によるマツノザイセンチュウ伝播の可能性

目的 ：健全木の根とマツノザイセンチュウ被害木の根が接触 している場合，板から感染がおこるかどうか

明らかにする。

方法 ：2年生クロマツ2 本の主根の地下ほぼ10cmの部分を剥皮接触させ， 1 本の幹にマツノザイセンチュ

ウを接種 し、以後両方の経過を観察 した。

結果 ：（表－21参照）

マツノザイセンチュウを幹に接種した木はすべて枯死したが．それらと根が接触していた非接種木はいず
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表－21 クロマツ宙の根を接触させ，一方の幹にマツノザイセンチュウを接種 した場合の発病

2 本の苗の
板を接触さ
せた鉢 N o．

苗木
の高さ

（ c 皿）

3 1

2 2

琳の根
元庫 径
（ 血）

8

6

2 7

2 0

2 6

3 0

7

5

マツノザ イセ
ンチュウ接種
一区 分

1 か 月 後

外観

接種

無接 種

接種

鰯接 種

接種

無接 種

灰緑 色

緑色

灰緑 色

緑色

緑色

緑

ヤニの出方 外

＋

＋

＋

2 か 月 後

旦＿」
淡褐 色

緑色

淡褐 色

緑色

緑色

ヤニの出方

＋

れも異常を示さなか った。接触の程度についていろいろ問題はあろうが，根の接触によってマツノザイセン

チュウが伝播される可能性はないと一応考えてよいであろう。

（ 寺下随喜代）

マツ ノマ ダ ラ カ ミキ リの地 域 別 経 過 習 性 と

個体 群 密 度 の変 動 要 因

幼虫 の 齢 期

幼虫の齢期の目！で， 1齢幼虫の大きさが問題になっているので，幼虫の固定方法と成虫の大きさとの関係

から検討 した結果，固定方法の問にほ差が認められなかったが，成虫の大きさとの問には差が認められた。

個体群密度の変動要因

浦の内（1965年から調査中），竜（浦の内の近 く）と吉良川（高知県東部地方，最近になって幼齢林で被

害が目立つようになった）の被害林分か ら枯損木を採取 し，産卵跡の密度を調査 したのち現在飼育中。1973

年の浦の内の枯損木について，成虫脱出後せん入孔，さなぎ室，脱出成虫の生存虫数と死亡虫数、死亡虫の

死亡要因等を調査した。

そのほか，鮭卵跡をつけただけで産卵をしてない卵な し率の原因について，成虫の密度 との関係を実験個

休群で調査を行った（現在調査中）。

（ 越智鬼志夫）

野生鳥獣の保護増殖に係る体系的手法の開発に関する

研究（環境庁委託国立機関公害防止等試験研究）

目的 ；従来か ら未解決のまま残されている野生鳥獣の合理的なセンサス法の開発，摂食量の計量化，環境

別食餌動植物の現存量の把垣を柱とした諸問題の究明をはかり，野生鳥獣の保護，管理の科学的，体系的手

法を開発し，鳥獣行政に資するを共同目的とする。四国支場保護研究室は当面，照葉樹林帯とくにホルトノ

キ・ タブノキ群系における野鳥の合理的センサス法の確立を目標とする。

方法 ：高知営林局清水営林署管内足摺山国有林に一定の探査経路を設け，ラインセンサス法によって記録
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される鳥類の種類および数の検討をおこなっ

た。第 1年度は調査員別，時期別および気象別

の記録数を比較 した。

試験地の概要 ：試験地のある足摺山国有林は

足摺半島の最先端に位置する天然林で，面積は

約30 カ〃， もっとも低いところは標高約 60 〝l，

海岸線からほぼ150 〝王はなれている。またもっ

とも高いところは標高 167，J王で海岸線からほぼ

6 00〝lはなれている。林内卑ヨ三な樹種を多い順

に10種あげると，ホル トノキ、タブノキ， ヒメ

ユズ リハ，ナギ，ヤプニッケイ，ネズミモチ，

土佐清水市

足

摺
ス

カ

摺

イ

足

イ

7

半

島

L ＿＿＿．⊥一
2 k m

ン

図一10 試 験 地 所 在 地

ー3 9 n

足摺山国有林

エノキ， ヤブツバ キ，モチ ノキおよび ヤマハゼ

となる。付近の年平均気温は17．60c で，寒さは霜が年間数回おりる程度，また付近の年間降水量は2600桝m

程度である。

調査且 ：野生鳥類の識別に閲し，専門的もしくはそれに近い能力をもつ次の4 名を調査員とした。

A ：70才台，元大学教官，鳥類の専門家

B ：50才台，県地方事務所職員，野生鳥獣保護、狩猟行政事務等を担当，鳥類の専門家

C ：40才台，高校生物学教諭，鳥類の準専門家

表－22 1974 年 5 月 下 旬 の 調 査 結 果
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表－23 1974 年 9 月 上 旬 の 調 査 結 果
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ト

ア

一千

コ
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ジュ ケ
ヰ
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種類数 小 計

ビ

ト

ト

イ

ジ

鳥

7

1

8 9

3

1

1 3

1

6

1

1 0

〝合 計 1 13 1 14 】、 13

註） 数字その他の記号：表－22，真一23に同じ

調査コース ：図一1】の北側と南側に分れて調査 した。

J
順
付

フ
≠
バ
ヤ

6 0

市街地

02

●

167

■■●

拳
や

たこごごJ

ヽ

N

一
q
l卜
丁

1 1

L ＿．一

1 0 0 m

1

2
1

弊
出発点

1

9 31 ′
h
U

l

8

ー4 1 －

1 ′～ 2

1 0

91

1 3

調査径路

図－11 試 験 地 の 概 要

D ：林試四国支場職員，アマチュアー鳥類愛好家

結果 ：（表－22～表－24参照）

1 ． どの調査時期においても，早朝（ 日出前後時）の調査で比較的多 くの種類を記録した。

2 ． 雨中では記録される鳥類の種類および数は減少 した。

3 ． 各調査員が記録 した鳥類の種類には大差がなかった。ただし，いずれの調査員も各鳥類の正確な数の

把捉は困難なようであった。

（ 寺下隆喜代・五十嵐 豊・和田 豊洲）

空中写真によるまつくいむし被害防除技術の確立

（ 高知営林局，高松営林署，林試本場経営部兢測研究

室および同保護部との共同試験）

目的 ；高松営林署屋島国有林（一部県有林を含む）のマツに対 し，マツノマダラカミキ リの後食予防を目

的とする薬剤散布をおこなうとともに適時マルチバンド空中写真の撮影をおこない，空中撮影の諸結果と地

上撮影の諸結果とを比較し，まつ くいむ し防除における空中写真の利用効果調査，薬剤散布の効果調査など

をおこなう。保護研究室はおもに地上調査を担当し，薬剤散布の防除効果を測定する。

方法 ：屋島のマツ林内4 か所（県有林 1 か所を含む）に地上調査区を設定し，区域内の主なマツに個体番
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号をつけた。昭和49（1974）年 6 月以降毎月，個体番号をつけたマツのヤニの流出程度，外観の異常の有無

などを調査した。空中写真の解析，地上調査との比較などは本場が担当した。

結果 ：（義一25～27および図－12参照）

1 ． 薬剤散布区ほ全般的に昨年より枯死が減少していると考えられた。ただし調査区以外の場所の観察に

よれば，薬剤散布をおこなっても集団的に枯死 した例があった。

2 ． 無散布区の中には枯死率がきわめて高い区と低い区があった。原因は不詳であるが，マツノザイセン

チュウの被害発生には何 らかの誘因があるかもしれない。両区間の距離は2 払以内であった。

表－25 1974年虎屋島国有林まつくいむ し防除薬剤散布データ

散布 期 間

散布 薬 剤

濃度 （稀釈倍率）

散布 量 （g ／hα）

散布 面 積 （hα）

薬剤 価 格 （万円）

散布 労 賃 （万円）

散布 経 費 （万円／山）

197 4 ． 5 ． 1 0 ′〉 5 ． 3 0

M P P ・E D B

1 0 0

5 0 0

4 0

8 0

4 8．3

3 ．2

N A C

2 5

1 ，4 0 0

1 7 1

1 ，1 7 0

5 4 6

1 0

M P P・ E D B の散布…‥…・スプリンクラー散布

N A C 〝 ………地上人力散布

麦－26 昭和47～49年度における屋島国有林のマツの枯損比較

散

無散

t 47 年 度 （d ） i 48 年 度 （d ） 1 49 年 度 （d ）

布区

布区

計

8 ，8 6 2

5 9 5

6 ，5 1 4

8 0 7

9 ，4 5 7 7 ，3 2 1

）約 4，900

〝4 ， 9 0 0

表－27 1974年鹿屋島まつ くいむ し防除薬剤散布区と無散布区の被害の進み方

処理別 Ⅰ 名 称 l 調査本数

芸孟芸i ：：：

＿＿＿＿＿＿】＿叫 IⅦ一過

ヤニ 流 出 異 常 ～ 外 観 異 常 （％）

わ行右丁㍍前表妄‾6 月下旬い月下旬‡8月下旬＊l

無散布区

散布 区 喜吾‾烹‾‾l一

1 ．0

0 。．： t ；；二：

2 1 6

2 0 5

0 ．5

0 ．5

1 ．4

1 ，0

8 ．0

6 0．0

2 6．0

1 5．0

1 0．6

3 ．4

＊現地作業員のガンクッカーによるヤニ流出調査

＊＊ 外観の肉眼観察

以上のほかほガンタッカー打ちこみと樹皮 くりぬきによるヤニ流出調査の併用

4 ．0

4 6 ．4

7 ．4

1 ．5
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長崎の鼻 －・・・・・・・・・・サ

2 1 伐 区

l

－

－

I

－

－

I

、

′レー道路

l 伐 区

有林／

訃

N

4

山
仙

－4 3 －

図－11 屋島の地上調査区域の位置

3 ． 林試本場からの連絡によれば，空中写真によるまつ くいむし被害の早期発見，防除への空中写真の利

用等には未解決の問題が多いとのことであった。

（ 寺下隆喜代・越智鬼志夫・五十嵐 豊）
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1 月
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平（9時）均 l最 高l最 低

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

，．ト

l

蔓
p

平

－
一一

1

2

3

．4

一・
ヽ
）

′
hU

7

8

9

0

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

計

平均

2 1

2 2

2 3

2 4

2 5

2 6

2 7

2 8

計

平均

月

3 ．0

3 ．0

5 ．0

3 ．0

7 ．6

6 ．0

6 ．0

7 ．0

2 ．2

3 ．0

4 5．8

4 ．6

2 ．0

0 ．0

4 ．2

7 ．0

3 ．5

8 ．0

5 ．2

5 ．2

5 ．0

1 2 ．0

5 2 ．1

5 ．2

1 3 ．8

9 ．0

1 2 ．0

8 ．0

1 1．4

7 ．8

9 ．5

9 ．0

1 0 ．0

7 ．0

9 7 ．5

O

U

一

2

2

0

7

′
0

∧
U

2

5

0

4

0

7

m

‘
U

8

1

2

－b

7

0

7

一．）

7

一

l
 
l
 
l
 
l
 
l
 
l
 
l

1 2 0，8

1 2 ． 1

8 ．0

5 ．0

1 2 ．8

7 ．0

4 ，0

1 ．3

1 ．5

3 ．0

4 2 ．6

5 ．3

5

一W
 
O

1 4 ．0

1 7 ．0

1 3 ．0

1 1 ．0

7 ．2

7 ．4

9 ．0

1 1．0

8 9． 6

1 1 ． 2

1 1．0

－1．8

－1．5

－1．2

－0 ．2

6 ．2

5 ．2

4 ．8

1 ．0

0 ．2

－1 ．0

1 1．7

1 ． 2

－1．2

－4 ．7

－0 ．2

1 ．4

－0．2

3 ．0

2 ．4

2 ．0

1 ．5

7 ．5

1 1 ．5

1 ． 2

自記湿度計％ （通巻）

平 均l 最

4 8

5 1

5 1

8 2

9 1

4 8

8 2

7 1

亡
J

2

【

、
＞

‘
U

6 5 1

6 5

4 9

5 1

3

4

（
U

7

0

∧u

ノ

A

T

2

5

‘

U

8

7

7

5

7

6 8

6 4 9

6 5

5 ．2

3 ．9

4 ．5

2 ．4

－2 ．2

－2 ．0

－4 ．6

－4 ．0

3 ．2

0 ．4

0 ．9

6 2

7 9

8 5

7 9

5 3

3 4

5 0

5 5

4 9 7

6 2

6 4

2 2

2 9

2 3

7 5

6 5

3 8

A

】

‘
U

5

′
Ln

〉

4

2

2 4

3 4 6

3 5
l

2 4

1 5

1 5

2 3

7 3

2 5

5 3

5

4 8

4 0

3 2 1

3 2

2 0

4 5

4

一
一
、

J

7

5

4

8

5

3

2

1

2

1

2 3 8

3 0

3 2

自記雨量計 耶（通巻）

水

2 8 ．0

2 2 ．5

2 ．5

0 ．5

5 3 ．5

1 0 ．0

1 ．0

2 8 ．0

6 ．0

4 5 ．0

5

0

0

4

4 ．5

1 0 3 ．0



昭和49年度林業試験場四国支場年報

る月

自記 温 度 計 Oc （週巻）

平（9時）均 l 最 高 l最

1

2

3

4

5

6

7

8

9

1 0

計

平均

1 1

1 2

1 3

1 4

5

ノ

ー

U

l
 
l

71

1 8

1 9

2 0

計

平均

2 1

2 2

2 3

2 4

2 5

2 6

2 7

2 8

2 9

3 0

3 1

計

平均

月

5

0

0

A

T一

9

亡

J

9 ．7

1 3 ．0

1 4 ．2

1 6 ．5

1 2．0

1 0 ．2

1 2．0

1 d 6 ．1

1 0 ．6

9 ．5

4 ．0

5 ．2

9 ．0

1 2．8

8 ．5

1 2．5

1 1 ．2

7 ．5

8 ．2

8 8 ．4

8 ．8

1 0 ，0

8 ．5

6 ．0

7 ．5

6 ．6

6 ．9

7 ．0

7 ．0

1 0 ．0

1 1 ．2

1 3 ．0

9 3 ．7

8 ．5

1 3．5

1 5 ．9

1 S．0

1 9．2

1 8．6

1 7．0

2 0 ．0

1 6 ．8

1 2．0

1 5 ．3

1 6 3．3

1 6 ．3

1 0 ．8

7 ．0

1 0 ．5

1 3．0

1 6 ．5

1 5 ．7

1 5 ．8

1 5 ．0

1 2 ．0

1 2 ．7

1 2 9 ．0

1 2 ．9

－1．0

0 ．5

1 ．0

8 ．8

1 0 ．6

1 4 ．0

1 4 ．5

6 ．0

4 1 5

6 ．0

6 4 ．9

6 ．5

自記湿度計％ （通巻）

平

自記雨量計 ロm

均！最 低

6 9

4 4

6 6

8 3

8 4

8 7

7 0

4 6

7 8

5 9

6 8 6

6 9

降水

3 2

1 1

3 7

5 7

6 8

8 7

5 2

1 6

6 9

2 7

4 5 6

4 6

0

0

0

0

3

1

3

′
h
V

0

5

5

9

3

－L
コ
V

2

4

0 ．8

－2 ．2

－5 ．0

－2 ．0

1 ．0

6 ．3

3 ．6

3 ．2

1 ．8

1 ．5

9 ．0

0 ．9

1 6 ．8

1 3 ．4

1 1．2

1 3 ．5

8 ．0

8 ．0

1 0 ．1

1 4 ．5

1 6 ．8

1 8 ．2

1 6 ．5

1 4 7 ．0

1 3 ．4

2 ．0

0 ．0

－2 ．0

－2 ．0

4 ．5

4 ．5

4 ．0

－1 ．0

2 ．0

7 ．0

1 2 ．6

3 1 ．6

2 ．9

3

▲
u

ノ

5

∧
u

ノ

l

1

8

5

ノ
▲
U

7

A

】

4

▲
4

－

5

5

8

3

．
4

・
4

4

5 0 4

5 0

1 9

2 2

1 5

1 6

1 2

3 6

2 0

1 2

1 6

2 1

1 8 9

1 9

1 1 ．0

1 1 ．0

7 0

3 2

4 8

5 8

8 1

8 8

7 2

5 6

6 2

7 7

8 8

7 3 2

6 7

2 5

2 0

1 9

3 1

6 6

8 1

4 5

2 7

2 5

4 7

8 0

4 6 6

4 2

9 ．3 1 1 4 ．2 1 3 ．4 t 6 2 】 3 6

3 ．0

1 2 ．5

7 ．5

1 6 ．0

1 4 ．0

5 3 ．0

1 0 9 ．5

ー4 7 － 「

（ 通巻）
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昭和49年度林業試験場四国試場年報

自記 温 度 計 Oc （通巻）

軍や撃1苧＿」＿塁 高l最 低

自記湿度計％ （週巻）

平均 l最

自記雨量計 皿爪（通巻）

降 水量

1

2

3

4

5

6

7

8

9

1 0

封
削

均

■一

平

山
11

12

13

14

15

16

17

18

19

2。

計

平均

2 1

2 2

2 3

一
4

－

－
．ヽ
J

′
h
U

2

2

2

2 7

2 8

2 9

3 0

計

平均

月

1 1．0

0

8

7

∠

nU

2

8

2

▲‖パ

）

0

7

′
h

）

9

1

1

1

1

1 8 ．8

1 7．0

1 6．8

1 4 1 ．4

1

√

．〇

一5

．2

．6

．〇

．8

．5

．〇

．8

4

“

3

7

′
b

′
0

‘

U

7

5

7

（
U

′
0

1

一

1

1

1

1

1

1

1

1

2

1

1 6 6 ．4

1 6 ．6

2 0．0

1 3 ．4

1 6 ．0

1 7 ．0

1 7 ．2

1 8 ．2

1 7．0

1 5 ．0

1 7 ．2

1 6 ．7

1 6 7．7

1 6 ．8

1 5 ．9

1 4 ．5

1 2 ．4

1 7 ．0

1 8．5

2 5 ．0

2 2 ．0

2 1 ．0

1 9 ．8

1 8． 2

2 1．5

1 8 9 ．9

1 9．0

0

0

0

0

2

0

A

－

3

9

0

2

2

2

1

つ

ん

2 3 ．0

2 1 ．4

2 3 ．6

2 2．1

1 9．0

2 1 5 ．3

2 1 ．5

2 1 ．6

1 9．0

2 0 ．5

2 3 ．4

2 2 ．5

2 1 ．0

2 1．8

1 7．4

2 1．0

2 1．2

2 0 9．4

2 0 ．9

2 0 ．5

＜

U

ノ
b

∧
U

7

1
4

－

0

′

0

0

2

0

7

1

1

・
4

1

9

・
4

－

0

0

4

2

一

1

1

1

1

1

9 1．5

9 ．2

4 5

4 0

7

亡
J

′
h
U

7

′
人
じ

凸
7

7

5

7

‘
U

‘
U

凸
0

0
0

0
0

5 7

6 6 9

6 7

6 ．6

1 2 ．8

9 ．4

1 3 ．5

1 1 ．2

1 3．0

8 ．6

1 2 ．7

1 2 ．5

1 2 ．8

1 1 3． 1

1 1．3

1 2 ．0

1 0 ．0

1 0．5

1 0 ．0

1 4 ．8

1 2 ．0

7 ．2

1 0．0

1 1．0

1 0 ．5

1 0 8 ．0

1 0 ．8

1 0 ．4

5 8

6 1

7 1

8 6

7 6

2

7

7

′
h

V

3

一
．
、
J

7

2

8 7

6 7 6

6 8

7 8

5 7

6 6

6 4

8 9

5

6

8

4

6

2

1

3

9

9

n
入
U

7

′
h
U

′
－
U

′
－
U

6 7

一
－

1 9

1 8

2 1

5 0

7

4 0

7 7

8 9

8 3

2 9

4 3 3

4 3

1 ．0

4 6．0

4 6 ．0

9 3 ．0

2 1

1 7

4

′（
U

一
．
、
J

′
h
V

′
hU

4

0

0

7

∧u

ノ

1

1

2

3

・
4

－

5 8

3 8 7

3 9

4 7

2 7

3 4

2 9

7 9

1 9

3 5

6 5

2 9

4 4

4 0 8

4 1

4 1

0

0

0

9

0

2

1

8 ．0

2 9 ．0

8 3．0

5 ．5

2 9 ．0

1 1 7．5

2 3 9 ．5
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5 月

－4 9 －

自記 温 度 計 Oc （通巻）

平（9時）均 I 最 高l最 低

自記湿度計％ （通巻） 】自記雨量計 皿（週巻）

平均 l最 低 1 降 水 量

1

2

3

4

5

6

7

O
 
l
ト

l

毒
口

平
「

1

1

1

1

1

1

1

1

2

1

2

3

4

⊂

J

′
ハ

リ

7

8

▲u

7

0

均

計

平均

2 1

2 2

2 3

2 4

5

′
－U

2

2

2 7

2 8

2 9

3 0

3 1

計

平均

月

0

0

0

0

5

9

1

▲
u

7

0

1

2

1

2

1 9 ．6

1 9 ．6

2 0 ．5

2 0 ．0

1 7 ．5

2 1．0

1 9 8 ．5

1 9 ．9

1 7 ．2

2 1 ．0

1 7．5

2 0 ．0

2 2 ．0

2 0 ．5

2 1 ．5

2 1 ．8

2 1．4

2 2．0

2 0 4．9

2 0．5

2 3．0

2 2．0

2 2．0

2 2．8

2 6 ．0

2 1．4

2 2 ．0

2 3 ．5

2 4 ．2

2 6 ．9

2 3 3 ．8

2 3 ．4

2 2 ．6

2 4 ．5

2 1 ．7

2 1．2

2 7 ．5

2 4 ．8

2 7 ．0

2 4 ．9

2 3 ．8

2 2 ．3

2 4 0 ．3

2 4 ．0

2 1．5

2 1 ．0

2 1．8

2 4 ．5

2 1．5

2 4 ．0

2 2 ．5

2 1．2

0

0

2

3

3

－
L
「

）

2

2

2

人
u

7

2

4

2

2

2 1

2

7

一

l

i

E

・

…

事

！

⊥

－

2 5．2

2 8．0

2 8．0

2 7．8

2 5 ．5

2 5 ．6

2 6．8

2 6．2

2 8．0

2 6．0

2 6．8

83■
u

7

2

2 6．7

1 2 ．0

9 ．0

9 ．0

1 0 ．5

1 4．2

1 2．0

1 1．0

1 3．8

1 6．3

1 3．9

1 2 1．7

1 2． 2 ヨ

l

1 2．6

1 5．0

1 4 ．6

1 6 ．8

1 6．5

1 4 ．2

1 3 ．3

1 6 ．0

1 9 ．9

1 9 ．9

1 5 8．8

1 5 ．9

3

8

0

′
h
U

8

0

3

0

5

2

0

1

8

▲u

7

一ヽ

U

1

－
一ヽ
J
 
A
】
4
′
n
）
8
8

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1 8 2 ．5

1 6 ．6

2 4 ．8 1 1 4．9

′
L
n

）

′
h
U

（
H

U

▲‖
X
U

8

0

3

2

7

5

′
h
U

4

′
∧U

7

′
h
U

4

7

7

8

A

】

6 4 3

6 4

6 1

6 9

8 4

8 3

8 3

6 7

7 4

7 9

8 6

8 8

7 7 4

7 7

8

A

－

0

5

3

′
h
U

7

2

7

2

7

（
1．爪
〉

8

（
H
）

4

5

7

′
h
）

7

7

8

0
0

一

1

4

▲1

2

81

7

一

7

1

3

1

2

∧

U
 
O
 
O
∧
u
7
8
5

4

1

3

5

A

】

2

】
一
ヽ
U

3

′
人
U

q

ノ

一
．ヽ

）

3

斗
0

0

0

3

′
h
U

5

3

2

1

一．ヽ

J

5

A

T－

A

】

【

J

′
h
U

′
－U

3

3

5

7

0

0

n
入
U

5

4

5

5

4

5

0

0

9

2

q

ノ

7

0

4

5

′
－
U

8

′
Ln

）

4

2

A

－

3

－．ヽ

J

5

5

7

549

5〇

二
郎

0

0

8

8

2

2

3・
5
21・
5
49・
。

21・
。
23・
。
17・
。

馴

芯

6・
。m

3・。
…

26・5

芯
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昭和49年度林業試験場四国支場年報

自記 温 度 計 Oc （通巻）

平（9時）均 一最 高

1

2

3

4

5

6

7

8

9

川

計

均平

1

2

1

1

31

1 4

1 5

1 6

1 7

1 8

1 9

2 0

計

平均

2 1

2 2

2 3

2 4

2 5

2 6

2 7

2 8

2 9

3 0

計

平均

月

2 5 ．2

2 5 ．7

2 5 ．3

2 2 ．0

2 4 ．0

2 1．8

2 1．0

2 4 ．2

2 3 ．5

2 3．8

2 3 6 ．5

2 3 ．7

1 9 ．5

2 5．5

2 6．0

2 1．5

2 5 ．5

2 5 ．5

2 5 ．0

2 5．5

2 7．5

2 7．0

2 4 8 ．5

2 4 ．9

2 4．0

2 5 ．5

2 3 ．8

2 4 ．5

2 5 ．2

2 7 ．0

2 2 ．0

2 6 ．5

2 4．2

2 1．0

2 4 3 ．7

2 4 ．4

2 4．3

2 8 ．3

2 9 ．0

2 臥 2

2 3．0

2 5 ．6

2 6 ．5

2 6 ．4

2 8 ．0

2 8 ．0

2 6．9

2 6 9 ．9

2 7 ．0

2 5 ．5

2 7 ．8

2 8．8

2 5 ．5

2 8 ．5

2 9 ．5

2 5 ．8

2 7． 2

3 0 ．8

3 0 ．0

2 7 9 ．4

2 7 ．9

2 5．0

3 0．0

1 5．0

1 6 ．8

1 6 ．8

1 9 ．2

1 7．0

1 5 ．8

1 3 ．5

1 7 ．4

1 6 ．2

1 8 ．0

1 6 5 ．7

1 6．6

1 8 ．5

1 8 ．8

2 0．0

1 8．6

1 7．0

1 7 ．2

2 3 ．8

2 3 ．2

2 1 ．0

2 0 ．6

1 9臥 7

1 9 ．9

2 1 ．5

2 0 ．0

2 0．0

1 8．2

1 6 ．6

1 8 ．0

1 9 ．8
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1 1月
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自記 温 度 計 Oc （通巻）
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昭和49（1974）年度における研究業績

分類

経営・経済

〝

〝

造

題 名

ある山村地域の労働力の現状

スギ、ヒノキ幼齢林分の地域間比較

徳島中部地域の林業振興に関する地域診
断

林〝〝 先行植栽について

列状伐採がスギ、 ヒノキの生長に与える
影響

林内の光環境 一非皆伐作業法の基礎と
して－

非皆伐施業法に関する研究資料 一主と
して林内人工更新に関する中間報告一

土じ よ う

肥料

樹

昆

〝

林地施肥が土壌の化学的性質および養分

循環に及ぼす影響

著者 名 書名 巻号
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年月

都築 和夫
外3名

宮本 知子
都築 和夫

都築 和夫
外9 名

日林 関西 支 講

〝

徒島 県

安藤 貴

宮本 倫仁
安藤 貴

安藤 貴
宮本 倫仁
谷本 丈夫

安藤 貴
外2 名

高知 林 友

日林 関 西 支 講

林業 技 術

林業 試 験 場
（ 部内資料）

佐藤 俊 】森 林 と 肥 培

2 5

〝

5 7 0

2 5

3 9 3

8 1

1 9 7 4 ． 1 0

〝〝

1 9 7 4 ． 1 2

1 9 7 4． 6

1 9 7 4 ． 1 0

1 9 7 4 ． 1 2

1 9 7 5 ． 1

1 9 7 4 ． 9

病l暖地におけるスギ赤枯病菌の越冬

虫

寺下隆喜代 日植 病 報 4 1

四国地方におけるマツカレハの生態（Ⅵ）
5 月下旬～ 6 月上旬にふ化 した個体の発
育経過

同上（Ⅶ） 8 月中旬～ 9 月上旬にふ化 し
た個体の発育経過

五十嵐 豊

／／

日林 関 西 支講

〝

2 5

1 9 7 4 ． 1 0

1 9 7 4 ． 1 0

〝

昭和49（1974）年度病虫獣賓鑑定と防除指導

依頼 先 別

国有 林

公民 有 林

計

病害

6

2 8

3 4

虫

樹種 別

針製 樹

広葉 樹

その 他

計
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2 0

2 5

≦巨
ロ

0

0

堂
口 獣

8

′
h
U
 
l
亡
J

1

2

0

0

0

堂
ロ



山5 8 － ・

1 947（昭22）年12月 1 日

1 954（昭29）年 4月 1 日

1 959（昭34）年 7 月 1 日

1 963（昭38）年 4月 9 日

1 964（昭39）年 3月29日

1 964・（暗39）年 4 月15 日

歴代の支場長名

初代 農林技官

2 代 〝

3 代 〝

4 代 〝

5 代 〝

6 代 〝

7 代 〝

8 代 〝

9 代 〝

1 0代 〝

1 1代 〝

1 2代 〝

昭和49年度林業試験場四国支場年報

沿革 ‘

大正試験地を併せ林業試験場高知支場発足，位臣を高知市丸の内9 ，高知営林局

構内に置く。

大正試験地を廃止。

林業試験場四国支場と改称。

高知営林局庁舎改築にともない仮庁舎の位置を高知市丸の内 5 （旧農林省高知統

計調査事務所跡）に移す。

高知市朝倉字行宮の森の新庁舎に移転。

落成式挙行。
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人

彰

郎

堆

照

又

郎

雄

夫

二

孝

郎

太

夫

克

秀

久

英

佐

録

秀

盈

英

義

藤

井

粉

川

井

山

辺

田

川

長

所

下

後

金

佐

中

長

片

渡

福

岩

奈

大

森

職 員 の 異 動

転出

4 9． 4 ． 1 山 田 卓 衛

5 0． 5 ． 1 津 代 篤 男

転入

4 9． 4 ． 1 椎 橋 勝

4 9．11．16 桜 井 尚 武

5 0． 5 ． 1 篠 井 徳 男

庶務 課 長

庶務 係 長

庶務 課 長

造林研究室

庶務 係 長

死‾－‾亡 ‾

4 9．11． 9 高 橋 春 季 庶務課庶務係

採用

5 0． 4 ． 1 高 橋 来見男 調 査 室

支場内のうごき

5 0． 5． 1 高 橋 来見男 庶務課庶務係併任

一本場総務部用度課用度係長

－－→一 本場総務部庶務課文書係長

→一 本場総務部会計課予算係長

→一 本場造林部造林科造林第二研究室

一一 本場総務部庶務課厚生係

← 調査室員
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林業 試 験 場 四 国 支 場 機 構

一肌 叫課長補佐 斎 藤 五 郎

－…盲‾‾壷係

係長

－】会 計 係

係長

用度主任

林業試験場四国支場 ト

支場長 森下 義郎

庶務 課

課長 椎橋 勝

調査 室

室長 窪田 四郎

経営 研 究 室

室長 都築 和夫

造林 研 究 室

室長 安藤 貴

保護 研 究 室

室長 寺下隆喜代

土じょう研 究 室

室長 佐藤 俊

（ 50年 7月31日現在）
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一篠 井 徳 男

一都 築 加 代

一高 掃 出 世

一浜 田 先 子（併）

一高 橋 来見男（併）

一下

ト浜

亡霊

ー西

一門

一高

＿士
Eコ

＿士
ロ

I 一宮

山

田

村

村

内

田

橋

田

竹

田

本

歌

先

雅

照

良

子

子

覚

通

日二

夫

来見男

実（併）

和夫

一実

知子

ーー叫 ∵一宮 本 倫 仁
【

■一谷 本 丈 夫
i

】一桜 井 尚 武

主任研究官

主任研究官

主任研究官

一越 智 鬼志夫

一五十嵐

一横 田

一井 上

一岩 川

一書 田

ぜ1
見

志朗

輝一郎

雄幸

桂子
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